
新入園児へ向けた歓迎の歌を元気いっぱいに歌う園児

２月臨時会や３月定例会の内容をお伝えします
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表紙の写真

中央こども園入園式

　平成30年４月10日（火）、中央こども園にて入園

式が行われました。町立中央幼稚園と保育所が統合

し、中央こども園として開園初日を迎えた当日の入

園式は多くの来賓や保護者が出席しました。
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　平
成
30
年
も
４
ヶ
月
が
経

過
し
ま
し
た
。
３
月
定
例
会

に
お
い
て
新
年
度
予
算
が
審

議
・
可
決
さ
れ
、
残
り
２
年

と
な
っ
た
八
ッ
場
ダ
ム
関
連

予
算
も
含
め
新
年
度
一
般
会

計
予
算
は
約
１
３
９
億
円
と

な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
町
の
少
子
高
齢
化

や
人
口
減
少
も
進
行
し
て
お

り
、
町
人
口
は
３
月
末
現
在

で
５
６
４
０
人
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
教
育
費
や
社
会

福
祉
関
連
な
ど
に
お
け
る
町

の
費
用
負
担
率
も
更
に
増
え

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　町
議
会
に
お
い
て
も
無
駄

な
予
算
を
省
き
、
限
ら
れ
た

財
源
で
よ
り
効
果
の
見
込
め

る
施
策
に
配
分
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
参
り
ま
す
。
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▶詳しくは長野原町議会事務局

（☎０２７９･８２･３０１９）

までお問い合わせください。

あなたも
議会を傍聴しませんか？

次

回

定

例

会

６月　15日(金)

　　　22日(金)

29日(金)
※発行日現在の予定
（29日は予備日）

施政方針演説４重点テーマ掲げる　２-３㌻

空き家有効活用へ条例制定　　　　　 ４㌻

県統一へ国保税率など改正　　　　　 ５㌻

指定管理兼業禁止を明記　　　 　 　 ６㌻

小口資金の融資条件明確化など　　　 　７㌻

新庁舎・住総用地取得約５億円　　　 ７㌻

ダム事業費確定など約12億減額　　　 11㌻

年金の毎月支給 国へ要望　 　　　   12㌻

ここが知りたい！一般質問　　 　 13-19㌻

写真：中央こども園入園式（関連20㌻）
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３月定例会の概要・内容

■３月定例会で可決した議案一覧
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内　　容

任期満了を迎える市村隆宏教育長の再任について

同意を求めるもの。

任期満了を迎える萩原和子委員＝応桑＝の再任に

ついて意見（同意）を求めるもの。

町と国土交通省間で結んだ覚書に基づいて町所有

の普通財産を譲渡するもの。

国土交通省より当該施設用地として取得するもの。

道の駅「長野原町八ッ場ふるさと館」の指定管理

者を株式会社八ッ場ふるさと館に再度指定するも

の。

吾妻渓谷内の渓谷パーキングから廃道ゲート付近

までの旧国道１４５号を東吾妻町道として認定す

るもの。

町で空き家対策を実施するための規定を整備する

条例。

当該事業所の指定権者が県から町へ移管されたこ

とに伴い、関連規定を整備する条例。

指定管理者の指定について公正性確保の観点など

から、議員や町長などの兼業禁止を明記する改正。

当該基金への積立が不要となったため、終期を短

縮する改正。

関連法の一部改正に伴い、条文・規定整備などを

行う改正。

関連法の一部改正に伴い、後期高齢者医制度関連

条例に住所地特例を追加する改正。

固定資産税に関する特例の追加を行う改正。

平成30年度より国民健康保険の財政運営主体が群

馬県となるため、保険税率などを県方式に変更す

る改正。

融資条件の資金使途について設備資金の内容を明

確化し、借換制度の平成30年度継続を行う改正。

関係法令の一部改正に伴う、道路占用料引き下げ

などを行う改正。

委託している当該工事の事業費確定に伴い、変更

契約を締結するもの。

平成29年度一般会計補正予算や国民健康保険特別

会計補正予算をはじめとした計10会計の補正を行

うもの。

平成30年度一般会計や10特別会計、２事業(企業)

会計当初予算を定めるもの。

当該公園整備工事のため、用地を取得するもの。

年金支給を毎月支給へ改めることを求める意見書

を関係機関へ提出するもの。

議　案　名

教育委員会教育長の任命同意について

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求める

ことについて

普通財産の譲渡について

財産の取得について

（役場新庁舎および住民総合センター用地）

八ッ場ふるさと館の指定管理者の指定について

東吾妻町町道路線の認定の承諾について

空家等の適正管理及び有効活用に関する条例

指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関

する基準を定める条例

公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関

する条例の一部改正

基本財産運用基金条例の一部改正

国民健康保険条例の一部改正

後期高齢者医療に関する条例の一部改正

福祉医療費の支給に関する条例の一部改正

税条例の一部改正

国民健康保険税条例の一部改正

小口資金融資促進条例の一部改正

道路占用料徴収条例の一部改正

工事委託契約の変更について

（町道長野原線（仮称）嶋木橋上部工工事）

平成29年度一般・特別会計補正予算

（計10会計）

平成30年度一般・特別・事業会計予算

（計13会計）

財産の取得について

（湖畔桜沢沿い緑地公園用地）

年金支給の隔月支給を毎月支給に改めることを

求める意見書の提出について

　平
成
30
年
３
月
第
１
回
長
野
原
町
議
会
定
例
会
は
会
期
を
３
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６
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６
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３
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６
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萩
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援
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４
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☞施政方針４重点テーマ②
　⇒「八ッ場ダムと共に生きる持続可能な町の構築」

　　「オールながのはら　連携による町づくり」

☞施政方針４重点テーマ①
　⇒「子育て経済的支援・高齢者生きがい支援」

　　「障害の有無や年齢差によらない元気な町づくり」

施政方針演説を行う萩原町長
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内　　容

任期満了を迎える市村隆宏教育長の再任について

同意を求めるもの。

任期満了を迎える萩原和子委員＝応桑＝の再任に

ついて意見（同意）を求めるもの。

町と国土交通省間で結んだ覚書に基づいて町所有

の普通財産を譲渡するもの。

国土交通省より当該施設用地として取得するもの。

道の駅「長野原町八ッ場ふるさと館」の指定管理

者を株式会社八ッ場ふるさと館に再度指定するも

の。

吾妻渓谷内の渓谷パーキングから廃道ゲート付近

までの旧国道１４５号を東吾妻町道として認定す

るもの。

町で空き家対策を実施するための規定を整備する

条例。

当該事業所の指定権者が県から町へ移管されたこ

とに伴い、関連規定を整備する条例。

指定管理者の指定について公正性確保の観点など

から、議員や町長などの兼業禁止を明記する改正。

当該基金への積立が不要となったため、終期を短

縮する改正。

関連法の一部改正に伴い、条文・規定整備などを

行う改正。

関連法の一部改正に伴い、後期高齢者医制度関連

条例に住所地特例を追加する改正。

固定資産税に関する特例の追加を行う改正。

平成30年度より国民健康保険の財政運営主体が群

馬県となるため、保険税率などを県方式に変更す

る改正。

融資条件の資金使途について設備資金の内容を明

確化し、借換制度の平成30年度継続を行う改正。

関係法令の一部改正に伴う、道路占用料引き下げ

などを行う改正。

委託している当該工事の事業費確定に伴い、変更

契約を締結するもの。

平成29年度一般会計補正予算や国民健康保険特別

会計補正予算をはじめとした計10会計の補正を行

うもの。

平成30年度一般会計や10特別会計、２事業(企業)

会計当初予算を定めるもの。

当該公園整備工事のため、用地を取得するもの。

年金支給を毎月支給へ改めることを求める意見書

を関係機関へ提出するもの。

議　案　名

教育委員会教育長の任命同意について

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求める

ことについて

普通財産の譲渡について

財産の取得について

（役場新庁舎および住民総合センター用地）

八ッ場ふるさと館の指定管理者の指定について

東吾妻町町道路線の認定の承諾について

空家等の適正管理及び有効活用に関する条例

指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関

する基準を定める条例

公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関

する条例の一部改正

基本財産運用基金条例の一部改正

国民健康保険条例の一部改正

後期高齢者医療に関する条例の一部改正

福祉医療費の支給に関する条例の一部改正

税条例の一部改正

国民健康保険税条例の一部改正

小口資金融資促進条例の一部改正

道路占用料徴収条例の一部改正

工事委託契約の変更について

（町道長野原線（仮称）嶋木橋上部工工事）

平成29年度一般・特別会計補正予算

（計10会計）

平成30年度一般・特別・事業会計予算

（計13会計）

財産の取得について

（湖畔桜沢沿い緑地公園用地）

年金支給の隔月支給を毎月支給に改めることを

求める意見書の提出について

☞施政方針４重点テーマ②
　⇒「八ッ場ダムと共に生きる持続可能な町の構築」

　　「オールながのはら　連携による町づくり」
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３月定例会の内容３月定例会の内容

全世帯の保険料が

増額となることは

なく、各世帯の状

況により増減する

場合があります。

空き家バンク登録物件（北軽井沢）

空き家有効活用へ

条例制定

　
「
空
家
等
の
適
正
管
理
及

び
有
効
活
用
に
関
す
る
条
例
」

が
３
月
定
例
会
初
日
（
６
日
）

に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
（
平

成
30
年
４
月
１
日
施
行
）

　
こ
の
条
例
の
制
定
・
施
行

に
よ
り
、
今
後
は
空
き
家
な

ど
に
関
す
る
対
策
を
総
合

的
・
計
画
的
に
実
施
す
る
た

め
「
長
野
原
町
空
家
等
対
策

計
画
（
仮
称
）
」
の
策
定
を

行
い
、
空
き
家
な
ど
に
関
す

る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し

な
が
ら
所
有
者
へ
の
情
報
提

供
・
助
言
な
ど
必
要
施
策
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
特
定
空
き
家
と
疑

わ
れ
る
場
合
や
情
報
提
供
を

受
け
た
場
合
の
対
応
な
ど
に

「空家等の適正管理及び有効活用に関する条例」概要

■条例の趣旨

　〇空き家などの適正管理・有効活用において町や所

　　有者などの責務を明確化（下記参照）

　〇地域住民の生活環境・景観の保全

　〇安全安心な生活の確保

　〇魅力あるまちづくりの推進

■空き家の所有者などにおける責務

　　周辺の生活環境に悪影響を及ぼさないよう、自己

　責任で空き家などの適正管理に努めること。

■町民などの責務

　〇町と協働で安全・良好な生活環境の確保に努め、

　　条例に基づく施策に協力するよう努めること。

　〇特定空き家などを発見した際は、速やかに町へ情

　　報提供を行うよう努める。

■町の責務

　　特定空き家などの発生を未然に防止し、空き家な

　どの適正管理・有効活用のため、必要施策を実施。

☞激変緩和措置
　⇒県への納付金導入により被保険者の負担が急騰しないよ
　　う納付金算定に緩和措置を講じるもので、被保険者１人
　　あたりの負担が一定以上増加した町村に適用されます。

☞特定空き家
　⇒倒壊など保安上危険となる状態や衛生上有害となる恐れが
　　ある空き家のこと。また、景観を損なっている状態など放
　　置することが不適切な空き家のこと。

空
き
家
対
策
へ

規
定
を
整
備

　

関
す
る
規
定
も
明
記
さ
れ
ま

し
た
。
（
右
図
参
照
）

　
　
　
牧
山
議
員
　
町
内
に

　
　
　
お
け
る
特
定
空
き
家

の
戸
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
ま
た
、
町
が
代
執
行
を
行

う
場
合
の
経
費
は
誰
が
支
払

う
の
か
。 質

疑
応
答

　
　
　
企
画
政
策
課
長
　
平

　
　
　
成
27
年
度
に
実
施
し

た
空
き
家
調
査
に
よ
れ
ば
、

５
５
４
棟
の
う
ち
特
定
空
き

家
と
疑
わ
れ
る
も
の
が
35
棟

あ
っ
た
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
問
題
と

な
っ
た
事
例
は
な
い
が
、
基

本
的
に
行
政
代
執
行
の
経
費

は
所
有
者
に
請
求
す
る
。

■特定空き家などへの対応イメージ（概要）

①特定空き家などと疑われる空き家　

②町民からの情報提供があった空き家

　上記の所在・所有者などの調査を実施し、長

野原町空家等対策協議会（仮称）の意見を聴い

た上で「特定空き家」と認定。

①助言・指導

　所有者などに対し、除却・修繕などの必要措置をと

　るよう助言や指導を行う。（立入調査可能）

②勧告（助言・指導による改善が認められない場合）

　執行期限をつけて、除却・修繕などの必要措置をと

　るよう勧告を行う。（立入調査可能）

③命令（勧告に係る措置をとらない場合）

　特に必要があると認めるとき、執行期限をつけて勧

　告に係る措置をとることを命ずる。（立入調査可能）

④代執行（命令による措置を履行しない場合など）

　長野原町空家等対策協議会（仮称）の意見を聴いた上、

　所有者などの負担により、町が措置を行う。

町
内
特
定
空
き
家

の
数
は

質 問

35
棟
を
把
握
し
て

い
る

回 答

県
統
一
へ

国
保
税
率
な
ど
改
正

　
国
民
健
康
保
険
法
な
ど
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
平
成
30

年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
に

お
け
る
財
政
運
営
の
責
任
主

体
が
町
か
ら
県
へ
移
行
（
下

図
参
照
）
し
、
県
内
の
国
民

健
康
保
険
税
水
準
が
段
階
的

に
統
一
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
う
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
改
正
を
３

月
定
例
会
初
日
（
６
日
）
に

可
決
し
、
国
民
健
康
保
険
税

の
賦
課
方
式
や
税
率
を
改
正

し
ま
し
た
。
（
平
成
30
年
４

月
１
日
施
行
）
　

現　行

6.00％

10.0％

22,000円

25,000円

1.4％

10.0％

7,000円

8,000円

1.6％

10.0％

9,000円

10,000円

改正後

6.01％

（廃止）

25,000円

18,000円

2.31％

（廃止）

10,000円

7,000円

1.92％

（廃止）

11,000円

5,000円

備　考

課税所得金額×税率

固定資産税額×税率

被保険者１人につき

１世帯につき

課税所得金額×税率

固定資産税額×税率

被保険者１人につき

１世帯につき

課税所得金額×税率

固定資産税額×税率

被保険者１人につき

１世帯につき

区　分

所得割

資産割

均等割

平等割

所得割

資産割

均等割

平等割

所得割

資産割

均等割

平等割

医

　療

後
期
高
齢

介

　護

■国民健康保険税の新旧賦課方式比較表

[　備　考　]
〇比較表区分について
　医　　療：基礎課税額（課税限度54万円）
　後期高齢：後期高齢者支援金等課税額（課税限度19万円）
　介　　護：介護納付金課税額
　　　　　　（課税限度16万円・40歳以上65歳未満のみ）
〇課税所得金額
　総所得金額（前年）、分離短期・長期譲渡所得、山林所得、株
式などに係る譲渡所得の合計額から33万円を除いた額のこと。

財
政
運
営
主
体

移
行
に
伴
う
改
正

概 要

賦
課
方
式
を

３
方
式
に
改
正

変更点

国
保
税
が

段
階
的
に
増
額

今 後

群　馬　県
〇財政運営

〇国保事業費納付金を算定

（市町村ごと）

〇必要な保険給付費を交付

〇標準保険料率の算定・公表

（市町村ごと）

長野原町
〇保険証の交付

〇標準保険料率などを

　参考に保険料決定　

〇保険料の賦課・徴収

〇保険給付の決定

など

加入者
（被保険者）

納付金

保険証交付・保険給付

加入手続き・保険料納付

交付金

■平成30年度以降における国民健康保険のイメージ

　群馬県は保険給付に必要な全費用を町へ交付し、町は群馬

県が決定した国保事業費納付金を納付します。

※各種手続き・申請窓口は変更ありません

　
国
民
健
康
保
険
税
は
基
礎

課
税
額
（
医
療
給
付
費
分
）

や
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課

税
額
、
介
護
納
付
金
課
税
額

の
３
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

従
来
、
町
で
は
各
課
税
額
の

算
定
に
所
得
・
資
産
・
均

等
・
平
等
割
を
用
い
た
４
方

式
を
採
用
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
30
年
度
よ
り
資
産

割
を
廃
止
し
た
３
方
式
（
県

方
式
）
で
各
課
税
額
を
算
定

す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ら

を
合
算
し
た
額
を
国
民
健
康

保
険
税
と
し
て
納
め
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
（
各
方
式
に

お
け
る
税
率
な
ど
に
つ
い
て

は
上
表
参
照
）

　

　
財
政
運
営
の
責
任
主
体
が

県
と
な
り
、
国
民
健
康
保
険

税
水
準
が
統
一
化
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
は
多
く
の
町

内
世
帯
に
お
け
る
国
民
健
康

保
険
料
の
増
額
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
町

は
被
保
険
者
負
担
の
急
騰
を

防
ぐ
「
激
変
緩
和
措
置
」
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

段
階
的
に
増
額
と
な
る
予
定

で
す
。

　
ま
た
、
将
来
的
に
当
措
置

は
徐
々
に
緩
和
・
廃
止
さ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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３月定例会の内容３月定例会の内容

全世帯の保険料が

増額となることは

なく、各世帯の状

況により増減する

場合があります。

空き家バンク登録物件（北軽井沢）

空き家有効活用へ

条例制定

　
「
空
家
等
の
適
正
管
理
及

び
有
効
活
用
に
関
す
る
条
例
」

が
３
月
定
例
会
初
日
（
６
日
）

に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
（
平

成
30
年
４
月
１
日
施
行
）

　
こ
の
条
例
の
制
定
・
施
行

に
よ
り
、
今
後
は
空
き
家
な

ど
に
関
す
る
対
策
を
総
合

的
・
計
画
的
に
実
施
す
る
た

め
「
長
野
原
町
空
家
等
対
策

計
画
（
仮
称
）
」
の
策
定
を

行
い
、
空
き
家
な
ど
に
関
す

る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し

な
が
ら
所
有
者
へ
の
情
報
提

供
・
助
言
な
ど
必
要
施
策
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
特
定
空
き
家
と
疑

わ
れ
る
場
合
や
情
報
提
供
を

受
け
た
場
合
の
対
応
な
ど
に

「空家等の適正管理及び有効活用に関する条例」概要

■条例の趣旨

　〇空き家などの適正管理・有効活用において町や所

　　有者などの責務を明確化（下記参照）

　〇地域住民の生活環境・景観の保全

　〇安全安心な生活の確保

　〇魅力あるまちづくりの推進

■空き家の所有者などにおける責務

　　周辺の生活環境に悪影響を及ぼさないよう、自己

　責任で空き家などの適正管理に努めること。

■町民などの責務

　〇町と協働で安全・良好な生活環境の確保に努め、

　　条例に基づく施策に協力するよう努めること。

　〇特定空き家などを発見した際は、速やかに町へ情

　　報提供を行うよう努める。

■町の責務

　　特定空き家などの発生を未然に防止し、空き家な

　どの適正管理・有効活用のため、必要施策を実施。

☞激変緩和措置
　⇒県への納付金導入により被保険者の負担が急騰しないよ
　　う納付金算定に緩和措置を講じるもので、被保険者１人
　　あたりの負担が一定以上増加した町村に適用されます。

☞特定空き家
　⇒倒壊など保安上危険となる状態や衛生上有害となる恐れが
　　ある空き家のこと。また、景観を損なっている状態など放
　　置することが不適切な空き家のこと。

空
き
家
対
策
へ

規
定
を
整
備

　

関
す
る
規
定
も
明
記
さ
れ
ま

し
た
。
（
右
図
参
照
）

　
　
　
牧
山
議
員
　
町
内
に

　
　
　
お
け
る
特
定
空
き
家

の
戸
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
ま
た
、
町
が
代
執
行
を
行

う
場
合
の
経
費
は
誰
が
支
払

う
の
か
。 質

疑
応
答

　
　
　
企
画
政
策
課
長
　
平

　
　
　
成
27
年
度
に
実
施
し

た
空
き
家
調
査
に
よ
れ
ば
、

５
５
４
棟
の
う
ち
特
定
空
き

家
と
疑
わ
れ
る
も
の
が
35
棟

あ
っ
た
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
問
題
と

な
っ
た
事
例
は
な
い
が
、
基

本
的
に
行
政
代
執
行
の
経
費

は
所
有
者
に
請
求
す
る
。

■特定空き家などへの対応イメージ（概要）

①特定空き家などと疑われる空き家　

②町民からの情報提供があった空き家

　上記の所在・所有者などの調査を実施し、長

野原町空家等対策協議会（仮称）の意見を聴い

た上で「特定空き家」と認定。

①助言・指導

　所有者などに対し、除却・修繕などの必要措置をと

　るよう助言や指導を行う。（立入調査可能）

②勧告（助言・指導による改善が認められない場合）

　執行期限をつけて、除却・修繕などの必要措置をと

　るよう勧告を行う。（立入調査可能）

③命令（勧告に係る措置をとらない場合）

　特に必要があると認めるとき、執行期限をつけて勧

　告に係る措置をとることを命ずる。（立入調査可能）

④代執行（命令による措置を履行しない場合など）

　長野原町空家等対策協議会（仮称）の意見を聴いた上、

　所有者などの負担により、町が措置を行う。

町
内
特
定
空
き
家

の
数
は

質 問

35
棟
を
把
握
し
て

い
る

回 答

県
統
一
へ

国
保
税
率
な
ど
改
正

　
国
民
健
康
保
険
法
な
ど
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
平
成
30

年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
に

お
け
る
財
政
運
営
の
責
任
主

体
が
町
か
ら
県
へ
移
行
（
下

図
参
照
）
し
、
県
内
の
国
民

健
康
保
険
税
水
準
が
段
階
的

に
統
一
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
う
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
改
正
を
３

月
定
例
会
初
日
（
６
日
）
に

可
決
し
、
国
民
健
康
保
険
税

の
賦
課
方
式
や
税
率
を
改
正

し
ま
し
た
。
（
平
成
30
年
４

月
１
日
施
行
）
　

現　行

6.00％

10.0％

22,000円

25,000円

1.4％

10.0％

7,000円

8,000円

1.6％

10.0％

9,000円

10,000円

改正後

6.01％

（廃止）

25,000円

18,000円

2.31％

（廃止）

10,000円

7,000円

1.92％

（廃止）

11,000円

5,000円

備　考

課税所得金額×税率

固定資産税額×税率

被保険者１人につき

１世帯につき

課税所得金額×税率

固定資産税額×税率

被保険者１人につき

１世帯につき

課税所得金額×税率

固定資産税額×税率

被保険者１人につき

１世帯につき

区　分

所得割

資産割

均等割

平等割

所得割

資産割

均等割

平等割

所得割

資産割

均等割

平等割

医

　療

後
期
高
齢

介

　護

■国民健康保険税の新旧賦課方式比較表

[　備　考　]
〇比較表区分について
　医　　療：基礎課税額（課税限度54万円）
　後期高齢：後期高齢者支援金等課税額（課税限度19万円）
　介　　護：介護納付金課税額
　　　　　　（課税限度16万円・40歳以上65歳未満のみ）
〇課税所得金額
　総所得金額（前年）、分離短期・長期譲渡所得、山林所得、株
式などに係る譲渡所得の合計額から33万円を除いた額のこと。

財
政
運
営
主
体

移
行
に
伴
う
改
正

概 要

賦
課
方
式
を

３
方
式
に
改
正

変更点

国
保
税
が

段
階
的
に
増
額

今 後

群　馬　県
〇財政運営

〇国保事業費納付金を算定

（市町村ごと）

〇必要な保険給付費を交付

〇標準保険料率の算定・公表

（市町村ごと）

長野原町
〇保険証の交付

〇標準保険料率などを

　参考に保険料決定　

〇保険料の賦課・徴収

〇保険給付の決定

など

加入者
（被保険者）

納付金

保険証交付・保険給付

加入手続き・保険料納付

交付金

■平成30年度以降における国民健康保険のイメージ

　群馬県は保険給付に必要な全費用を町へ交付し、町は群馬

県が決定した国保事業費納付金を納付します。

※各種手続き・申請窓口は変更ありません

　
国
民
健
康
保
険
税
は
基
礎

課
税
額
（
医
療
給
付
費
分
）

や
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課

税
額
、
介
護
納
付
金
課
税
額

の
３
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

従
来
、
町
で
は
各
課
税
額
の

算
定
に
所
得
・
資
産
・
均

等
・
平
等
割
を
用
い
た
４
方

式
を
採
用
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
30
年
度
よ
り
資
産

割
を
廃
止
し
た
３
方
式
（
県

方
式
）
で
各
課
税
額
を
算
定

す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ら

を
合
算
し
た
額
を
国
民
健
康

保
険
税
と
し
て
納
め
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
（
各
方
式
に

お
け
る
税
率
な
ど
に
つ
い
て

は
上
表
参
照
）

　

　
財
政
運
営
の
責
任
主
体
が

県
と
な
り
、
国
民
健
康
保
険

税
水
準
が
統
一
化
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
は
多
く
の
町

内
世
帯
に
お
け
る
国
民
健
康

保
険
料
の
増
額
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
町

は
被
保
険
者
負
担
の
急
騰
を

防
ぐ
「
激
変
緩
和
措
置
」
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

段
階
的
に
増
額
と
な
る
予
定

で
す
。

　
ま
た
、
将
来
的
に
当
措
置

は
徐
々
に
緩
和
・
廃
止
さ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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３月定例会の内容

▲指定管理者により管理・運営が行われている道の
　駅八ッ場ふるさと館

▲足湯（道の駅）

概 要

30

関 連

■長野原町八ッ場ふるさと館の指定管理者

　【指定管理者】

　　団体名：株式会社八ッ場ふるさと館

　　代表者：代表取締役　篠原　茂

　【指定の期間】

　　平成30年４月１日～平成35年３月31日

☞指定管理者制度
　⇒公の施設における管理運営を民間事業者などへ委託できる

　　制度のこと。町では道の駅含め４施設が該当します。

質 問

回 答

教育長･人権擁護委員

62

30
33

31
30

33

30

人事①人事②
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３月定例会の内容３月定例会の内容

▲指定管理者により管理・運営が行われている道の
　駅八ッ場ふるさと館

川原湯温泉駅

：県道　　：財産取得箇所

375

▲湖畔桜沢沿い緑地公園用地 位置図

住所地

保険者 群馬県 

長野原町 国保

群馬県

長野原町 国保

（住所地特例）

Ａ県Ａ市の施設 

Ａ県 広域連合

（現住所広域連合）

Ａ県Ａ市の施設 

75 歳到達施設入所
【現行】

【改正後】

住所地

保険者 群馬県 

長野原町 国保

群馬県

長野原町 国保

（住所地特例）

Ａ県Ａ市の施設 

75 歳到達施設入所

群馬県 広域連合

（住所地特例継続）

Ａ県Ａ市の施設 

■後期高齢者医療制度の住所地特例改正イメージ

▲足湯（道の駅）

指
定
管
理

兼
業
禁
止
を
明
記

議
員
や
町
長
な
ど

兼
業
禁
止
に

概 要　
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管

理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
が
３

月
定
例
会
初
日
（
６
日
）
に

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
（
平
成

30
年
４
月
１
日
施
行
）

　
今
回
の
改
正
は
指
定
管
理

者
に
お
け
る
兼
業
禁
止
を
明

記
す
る
改
正
と
な
っ
て
お
り

議
員
や
町
長
、
副
町
長
、
教

育
長
が
代
表
者
を
務
め
る
団

体
は
指
定
管
理
者
の
指
定
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

道
の
駅
の
指
定
管

理
者
を
指
定

関 連 と
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
経
過
措
置
と
し
て

既
に
該
当
す
る
団
体
が
指
定

管
理
者
と
な
っ
て
い
る
場
合

は
議
員
任
期
な
ど
の
残
任
期

間
ま
で
指
定
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
株
式
会
社
八
ッ
場
ふ
る
さ

と
館
に
よ
る
道
の
駅
「
長
野

原
町
八
ッ
場
ふ
る
さ
と
館
」

の
指
定
管
理
期
間
終
了
に
伴

い
、
同
社
を
再
び
指
定
管
理

者
と
し
て
指
定
す
る
議
案
が

上
程
さ
れ
、
３
月
定
例
会
初

日
に
可
決
し
ま
し
た
。
（
詳

細
上
表
参
照
）

　
　
　
牧
山
議
員
　
道
の
駅

　
　
　
に
関
し
て
は
議
員
の

兼
業
禁
止
が
該
当
す
る
の
で

は
な
い
か
。
ま
た
経
過
措
置

■長野原町八ッ場ふるさと館の指定管理者

　【指定管理者】

　　団体名：株式会社八ッ場ふるさと館

　　代表者：代表取締役　篠原　茂

　【指定の期間】

　　平成30年４月１日～平成35年３月31日

☞群馬県後期高齢者医療広域連合
　⇒県内の後期高齢者医療制度を運営する広域連合のこと。
　　県内全市町村が加入しており、申請や保険料徴収などの
　　窓口業務は各市町村が行っています。

☞指定管理者制度
　⇒公の施設における管理運営を民間事業者などへ委託できる

　　制度のこと。町では道の駅含め４施設が該当します。

が
該
当
す
る
場
合
、
議
員
の

任
期
は
残
り
１
年
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
任
期
満
了
後
は

ど
ち
ら
か
を
辞
め
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
総
務
課
長
　
指
定
期

　
　
　
間
と
指
定
日
は
異
な

り
、
今
回
は
経
過
措
置
が
該

当
す
る
た
め
議
員
の
任
期
満

了
ま
で
は
問
題
な
い
。
任
期

満
了
後
に
つ
い
て
は
、
ど
ち

ら
か
を
辞
め
る
必
要
が
あ

る
。新

庁
舎
・
住
総
用
地

取
得
約
５
億
円

兼
業
禁
止
に

該
当
す
る
の
で
は

質 問

質
疑
応
答

任
期
満
了
後
に

ど
ち
ら
か
を
選
択

回 答

国
土
交
通
省
よ
り

用
地
を
取
得

概 要　
役
場
新
庁
舎
と
住
民
総
合

セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴
う
用
地

５
筆
の
取
得
や
川
原
湯
温
泉

駅
の
利
便
性
向
上
を
目
的
と

す
る
湖
畔
桜
沢
沿
い
緑
地
公

園
整
備
用
地
14
筆
を
取
得
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

【
新
庁
舎
・
住
総
用
地
】

〇
取
得
金
額

　
４
億
８
４
８
２
万
１
１
４
円

〇
取
得
の
相
手

　
国
土
交
通
省

　
関
東
地
方
整
備
局
長

　
泊
　
宏

【
湖
畔
桜
沢
沿
い
緑
地
公
園
用
地
】

〇
取
得
金
額

　
６
９
９
７
万
１
７
３
９
円

〇
取
得
の
相
手

　
国
土
交
通
省 

関
東
地
方
整
備
局

　
八
ッ
場
ダ
ム
工
事
事
務
所
長

　
朝
田
　
将

その他主な条例改正（３月定例会初日）

小口資金の
融資条件明確化など

■その他主な条例改正一覧

番 号

①

②

③

議　案　名

・後期高齢者医療に関する条例の一部改正

・福祉医療費の支給に関する条例の一部改正

　小口資金融資促進条例の一部改正

　道路占用料徴収条例の一部改正

　
今
回
の
改
正
に
お
い
て
資

金
使
途
で
あ
る
設
備
資
金
に

土
地
を
含
め
な
い
こ
と
を
改

め
て
条
文
に
明
記
し
、
資
金

借
換
期
間
を
平
成
30
年
度
末

ま
で
延
長
し
ま
し
た
。

　
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
し
、
道
路
占
用

料
引
き
下
げ
（
一
部
の
占
用

物
件
除
く
）
や
占
用
面
積
な

ど
に
お
け
る
計
算
方
法
の
変

更
を
行
い
ま
し
た
。
（
新
旧

比
較
参
照
）

　
関
連
条
例
（
詳
細
右
表
参

照
）
の
一
部
を
改
正
し
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
住
所

地
特
例
を
追
加
し
ま
し
た
。

(

平
成
30
年
４
月
１
日
施
行)

　
こ
の
改
正
に
よ
り
、
被
保

険
者
が
75
歳
に
到
達
し
、
国

民
健
康
保
険
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
に
移
行
す
る
際
、
県

外
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い

る
た
め
被
保
険
者
の
住
所
地

後
期
高
齢
医
療
に

住
所
地
特
例

①

道
路
占
用
料

一
部
引
き
下
げ

③

が
県
外
と
な
る
場
合
で
も
群

馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
被
保
険
者
と
な
り
、

町
福
祉
医
療
費
の
支
給
対
象

と
な
り
ま
す
。
（
詳
細
下
図

参
照
）

　
融
資
条
件
の
明
確
化
を
図

る
た
め
、
小
口
資
金
融
資
促

進
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。
（
平
成
30
年
４
月
１

日
施
行
）

小
口
資
金

借
換
期
間
も
延
長

②

■占用（物件）・表示面積や長さの新旧比較

【現　行】

　面積・長さが１㎡や１ｍ未満または端数がある場合

　⇒１㎡・１ｍとして計算

【改正後】

　面積･長さが０.０１㎡や０.０１ｍ未満または端数がある場合

　⇒その全面積・全長やその端数を切り捨てて計算

人
事
案
件
２
件

全
員
賛
成
で
同
意

教育長･人権擁護委員

　
現
教
育
長
で
あ
る
市
村
隆

宏
氏
（
62
）
＝
林
＝
の
教
育

委
員
会
教
育
長
再
任
を
全
員

賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。
な

お
任
期
は
平
成
30
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
33
年
３
月
31
日

ま
で
の
３
年
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
の
萩
原
和

子
氏
（
69
）
＝
応
桑
＝
の
再

任
を
全
員
賛
成
で
同
意
し
ま

し
た
。
な
お
任
期
は
平
成
30

年
７
月
１
日
か
ら
平
成
33
年

６
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

市
村
教
育
長
の

再
任
を
同
意

人事①

萩
原
委
員
の

再
任
を
同
意

人事②
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一般・特別・事業会計当初予算

■一般会計当初予算の推移

0 20 40 60 80 100

■町税の内訳

町民税
3億3,751万1千円
34.1％

固定資産税
5億6,232万9千円
56.9％

軽自動車税
2,401万3千円
2.4％

町たばこ税
5,503万1千円
5.6％

入湯税
1,009万4千円
1.0％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

※構成比は項目ごとに四捨五入しているため合計が100％にならない場合があります。

一
般
会
計 

質
疑
応
答

歳 出

138億
9,939万5千円

[ 総 務 費 ]
39億1,339万2千円
（構成比：28.2％）

[ 商 工 費 ]
28億7,373万1千円
（構成比：20.7％）

[ 土 木 費 ]
19億7,049万6千円
（構成比：14.2％）

[ 教 育 費 ]
19億3,778万1千円
（構成比：13.9％）

[ 農林水産業費 ]
12億4,596万3千円
（構成比：9.0％）

[ 民 生 費 ]
6億5,435万円

（構成比：4.7％）

[ 公 債 費 ]
3億8,337万4千円
（構成比：2.8％）

[ 消 防 費 ]
1億9,388万9千円
（構成比：1.4％）

[ 諸支出金など ]
計160万5千円

（構成比：0.01％）

[ 議 会 費 ]
5,728万円

（構成比：0.4％）

[ 衛 生 費 ]
6億6,753万4千円
（構成比：4.8％）

過
去
最
大

１
３
９
億
円
予
算

歳 入

138億
9,939万5千円

[ 諸 収 入 ]
43億7,760万2千円
（構成比：31.5％）

[ 繰 入 金 ]
11億3,452万8千円
（構成比：8.2％）

[ 県支出金 ]
40億7,389万7千円
（構成比：29.3％）

[ 地方交付税 ]
13億3,000万円

（構成比：9.6％）

[ 国庫支出金 ]
8億1,726万8千円
（構成比：5.9％）

[ 町　税 ]
9億8,897万8千円
（構成比：7.1％）

[その他自主財源]
計3億1,758万1千円
（構成比：2.3％）

[ 町　債 ]
6億7,144万1千円
（構成比：4.8％）

[地方消費税交付金]
9,000万円

（構成比：0.6％）

[その他依存財源]
計9,810万円

（構成比：0.7％）

　今
回
可
決
と
な
っ
た
平
成

30
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

は
前
年
度
よ
り
約
50
億
５
千

万
円
増
額
の
過
去
最
大
規
模

約
１
３
９
億
円
予
算
と
な
り

ま
し
た
。
（
上
図
参
照
）

　主
な
増
額
要
因
は
平
成
31

年
度
完
成
予
定
で
あ
る
八
ッ

場
ダ
ム
関
連
事
業
予
算
の
増

額
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
他

☞生分解性マルチ
　⇒通常のマルチと異なり、土壌中の微生物により分解され

　　ることで自然にかえる環境保全型マルチのこと。

☞事業（企業）会計について
　⇒地方公共団体が経営する企業・組織の会計のこと。
　　地方公営企業法が適用され、主に簡易水道除く水道事業や
　　電気・ガス事業などが該当します。

約
１
３
９
億
円

特別会計名

国 民 健 康 保 険

へ き 地 診 療 所

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

公共下水道事業

介 護 保 険

生活再建支援事業

後期高齢者医療

浄化槽整備事業

浅 間 園 事 業

合　　計

予 算 額

7億7,611万2千円

8,360万4千円

2億2,922万6千円

8,530万5千円

4億691万4千円

6億1,073万9千円

3,000万円

8,621万2千円

598万3千円

4,023万4千円

23億5,432万9千円

前年度比

86.2％

99.8％

112.4％

128.4％

406.5％

112.3％

25.0％

102.7％

96.0％

100.4％

109.6％

▼平成30年度各特別会計当初予算

予 算 額

収益的収入 4,761万2千円

収益的支出 4,761万2千円

資本的支出 　 3,710万円

収益的収入 8,007万3千円

収益的支出 8,007万3千円

資本的収入   976万5千円

資本的支出 4,792万2千円

前年度比

100.0％

100.0％

110.1％

100.0％

100.0％

106.1％

115.3％

事業会計名

浅間上水道

北 軽 井 沢

簡 易 水 道

▼平成30年度各事業（企業）会計当初予算

　平
成
30
年
度
一
般
・
特
別
・
事
業
（
企
業
）
会
計
予
算

が
３
月
定
例
会
最
終
日
（
20
日
）
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

各
会
計
当
初
予
算
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す

役
場
新
庁
舎
・
住
民
総
合
セ

ン
タ
ー
建
設
に
伴
う
総
務
費

の
増
額
が
あ
り
ま
し
た
。

　な
お
、
八
ッ
場
ダ
ム
関
連

事
業
を
除
く
一
般
会
計
予
算

は
約
47
億
８
千
万
円
で
、
前

年
度
よ
り
約
５
億
４
千
万
円

の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　平
成
30
年
度
各
特
別
会
計

の
当
初
予
算
は
総
額
約
23
億

150億

120億

90億

60億

30億

0
26年

69
億
５
７
９
４
万
１
千
円

27年

64
億
４
０
２
５
万
２
千
円

28年

68
億
７
１
４
５
万
２
千
円

29年

88
億
４
９
４
１
万
円

30年

１
３
８
億
９
９
３
９
万
５
千
円

（年度）

[ 凡 例 ]

■歳　入

〇その他自主財源

　分担金及び負担金、使用料及び手数料・

　財産収入・寄附金・繰越金

〇その他依存財源

　地方譲与税･利子割交付金･配当割交付金･地方特例交付金

　株式等譲渡所得割交付金・ゴルフ場利用税交付金・

　自動車取得税交付金・交通安全対策特別交付金

■歳　出

〇諸支出金など

　労働費・災害復旧費・諸支出金・予備費

平成30年度

各会計

当初予算

ダ
ム
関
連
予
算

約
７
割
占
め
る

一 般

公
共
下
水
道

約
３
億
円
増
額

特 別

５
千
万
円
と
な
り
、
前
年
度

よ
り
約
２
億
１
千
万
円
増
額

と
な
り
ま
し
た
。
（
右
表
参

照
）　主

に
増
額
と
な
っ
た
会
計

は
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
予
算
で
、
町
道
林
長
野
原

線
や
川
原
湯
温
泉
幹
線
街
路

の
管
路
工
事
に
伴
う
委
託
料

お
よ
び
工
事
請
負
費
の
増
額

な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
か
ら

約
３
億
１
千
万
円
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

生
分
解
性
マ
ル
チ

補
助
の
利
用
状
況
は

質問①

毎
年
度

概
ね
予
算
満
額
支
出

回答①
　
　
　黒
岩
議
員

　環
境
保

　
　
　全
型
農
業
資
材
普
及

対
策
事
業
と
し
て
生
分
解
性

マ
ル
チ
へ
補
助
金
を
支
出
し

て
い
る
と
思
う
が
、
利
用
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　産
業
課
長

　こ
の
事

　
　
　業
は
通
常
マ
ル
チ
と

生
分
解
性
マ
ル
チ
に
お
け
る

差
額
の
３
分
の
１
を
補
助
す

る
も
の
で
、
実
績
と
し
て
平

成
27
年
度
よ
り
概
ね
満
額
を

支
出
し
て
い
る
。

　
　
　入
澤
信
夫
議
員

　紙

　
　
　お
む
つ
支
給
事
業
の

利
用
状
況
は
。
ま
た
、
紙
お

む
つ
の
過
不
足
な
ど
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

が
改
善
の
検
討
は
。

　
　
　町
民
生
活
課
長

　こ

　
　
　の
事
業
は
社
会
福
祉

協
議
会
へ
委
託
し
て
お
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
約
70
名
の
利

用
が
あ
る
。
過
不
足
に
つ
い

て
は
事
務
連
絡
な
ど
を
密
に

行
い
な
が
ら
必
要
に
応
じ
対

応
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　牧
山
議
員

　耐
震
改

　
　
　修
促
進
計
画
を
改
正

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
町
に

お
け
る
耐
震
化
の
状
況
は
。

　
　
　建
設
課
長

　一
般
住

　
　
　宅
に
つ
い
て
は
平
成

28
年
度
末
で
耐
震
化
率
約

58
％
で
あ
る
。
今
後
は
平
成
30

年
度
か
ら
平
成
37
年
度
を
目
途

に
計
画
を
策
定
予
定
で
あ
る
。

紙
お
む
つ
支
給
事
業

改
善
検
討
を

質問②

必
要
に
応
じ

対
応
を
検
討
す
る

回答②

町
住
宅
耐
震
化
の

状
況
は

質問③

平
成
28
年
度
末
で

約
58
％

回答③

一
般
会
計
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一般・特別・事業会計当初予算

■一般会計当初予算の推移

0 20 40 60 80 100

■町税の内訳

町民税
3億3,751万1千円
34.1％

固定資産税
5億6,232万9千円
56.9％

軽自動車税
2,401万3千円
2.4％

町たばこ税
5,503万1千円
5.6％

入湯税
1,009万4千円
1.0％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

※構成比は項目ごとに四捨五入しているため合計が100％にならない場合があります。

一
般
会
計 

質
疑
応
答

歳 出

138億
9,939万5千円

[ 総 務 費 ]
39億1,339万2千円
（構成比：28.2％）

[ 商 工 費 ]
28億7,373万1千円
（構成比：20.7％）

[ 土 木 費 ]
19億7,049万6千円
（構成比：14.2％）

[ 教 育 費 ]
19億3,778万1千円
（構成比：13.9％）

[ 農林水産業費 ]
12億4,596万3千円
（構成比：9.0％）

[ 民 生 費 ]
6億5,435万円

（構成比：4.7％）

[ 公 債 費 ]
3億8,337万4千円
（構成比：2.8％）

[ 消 防 費 ]
1億9,388万9千円
（構成比：1.4％）

[ 諸支出金など ]
計160万5千円

（構成比：0.01％）

[ 議 会 費 ]
5,728万円

（構成比：0.4％）

[ 衛 生 費 ]
6億6,753万4千円
（構成比：4.8％）

過
去
最
大

１
３
９
億
円
予
算

歳 入

138億
9,939万5千円

[ 諸 収 入 ]
43億7,760万2千円
（構成比：31.5％）

[ 繰 入 金 ]
11億3,452万8千円
（構成比：8.2％）

[ 県支出金 ]
40億7,389万7千円
（構成比：29.3％）

[ 地方交付税 ]
13億3,000万円

（構成比：9.6％）

[ 国庫支出金 ]
8億1,726万8千円
（構成比：5.9％）

[ 町　税 ]
9億8,897万8千円
（構成比：7.1％）

[その他自主財源]
計3億1,758万1千円
（構成比：2.3％）

[ 町　債 ]
6億7,144万1千円
（構成比：4.8％）

[地方消費税交付金]
9,000万円

（構成比：0.6％）

[その他依存財源]
計9,810万円

（構成比：0.7％）

　今
回
可
決
と
な
っ
た
平
成

30
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

は
前
年
度
よ
り
約
50
億
５
千

万
円
増
額
の
過
去
最
大
規
模

約
１
３
９
億
円
予
算
と
な
り

ま
し
た
。
（
上
図
参
照
）

　主
な
増
額
要
因
は
平
成
31

年
度
完
成
予
定
で
あ
る
八
ッ

場
ダ
ム
関
連
事
業
予
算
の
増

額
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
他

☞生分解性マルチ
　⇒通常のマルチと異なり、土壌中の微生物により分解され

　　ることで自然にかえる環境保全型マルチのこと。

☞事業（企業）会計について
　⇒地方公共団体が経営する企業・組織の会計のこと。
　　地方公営企業法が適用され、主に簡易水道除く水道事業や
　　電気・ガス事業などが該当します。

約
１
３
９
億
円

特別会計名

国 民 健 康 保 険

へ き 地 診 療 所

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

公共下水道事業

介 護 保 険

生活再建支援事業

後期高齢者医療

浄化槽整備事業

浅 間 園 事 業

合　　計

予 算 額

7億7,611万2千円

8,360万4千円

2億2,922万6千円

8,530万5千円

4億691万4千円

6億1,073万9千円

3,000万円

8,621万2千円

598万3千円

4,023万4千円

23億5,432万9千円

前年度比

86.2％

99.8％

112.4％

128.4％

406.5％

112.3％

25.0％

102.7％

96.0％

100.4％

109.6％

▼平成30年度各特別会計当初予算

予 算 額

収益的収入 4,761万2千円

収益的支出 4,761万2千円

資本的支出 　 3,710万円

収益的収入 8,007万3千円

収益的支出 8,007万3千円

資本的収入   976万5千円

資本的支出 4,792万2千円

前年度比

100.0％

100.0％

110.1％

100.0％

100.0％

106.1％

115.3％

事業会計名

浅間上水道

北 軽 井 沢

簡 易 水 道

▼平成30年度各事業（企業）会計当初予算

　平
成
30
年
度
一
般
・
特
別
・
事
業
（
企
業
）
会
計
予
算

が
３
月
定
例
会
最
終
日
（
20
日
）
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

各
会
計
当
初
予
算
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す

役
場
新
庁
舎
・
住
民
総
合
セ

ン
タ
ー
建
設
に
伴
う
総
務
費

の
増
額
が
あ
り
ま
し
た
。

　な
お
、
八
ッ
場
ダ
ム
関
連

事
業
を
除
く
一
般
会
計
予
算

は
約
47
億
８
千
万
円
で
、
前

年
度
よ
り
約
５
億
４
千
万
円

の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　平
成
30
年
度
各
特
別
会
計

の
当
初
予
算
は
総
額
約
23
億

150億

120億

90億

60億

30億

0
26年

69
億
５
７
９
４
万
１
千
円

27年

64
億
４
０
２
５
万
２
千
円

28年

68
億
７
１
４
５
万
２
千
円

29年

88
億
４
９
４
１
万
円

30年

１
３
８
億
９
９
３
９
万
５
千
円

（年度）

[ 凡 例 ]

■歳　入

〇その他自主財源

　分担金及び負担金、使用料及び手数料・

　財産収入・寄附金・繰越金

〇その他依存財源

　地方譲与税･利子割交付金･配当割交付金･地方特例交付金

　株式等譲渡所得割交付金・ゴルフ場利用税交付金・

　自動車取得税交付金・交通安全対策特別交付金

■歳　出

〇諸支出金など

　労働費・災害復旧費・諸支出金・予備費

平成30年度

各会計

当初予算

ダ
ム
関
連
予
算

約
７
割
占
め
る

一 般

公
共
下
水
道

約
３
億
円
増
額

特 別

５
千
万
円
と
な
り
、
前
年
度

よ
り
約
２
億
１
千
万
円
増
額

と
な
り
ま
し
た
。
（
右
表
参

照
）　主

に
増
額
と
な
っ
た
会
計

は
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
予
算
で
、
町
道
林
長
野
原

線
や
川
原
湯
温
泉
幹
線
街
路

の
管
路
工
事
に
伴
う
委
託
料

お
よ
び
工
事
請
負
費
の
増
額

な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
か
ら

約
３
億
１
千
万
円
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

生
分
解
性
マ
ル
チ

補
助
の
利
用
状
況
は

質問①

毎
年
度

概
ね
予
算
満
額
支
出

回答①
　
　
　黒
岩
議
員

　環
境
保

　
　
　全
型
農
業
資
材
普
及

対
策
事
業
と
し
て
生
分
解
性

マ
ル
チ
へ
補
助
金
を
支
出
し

て
い
る
と
思
う
が
、
利
用
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　産
業
課
長

　こ
の
事

　
　
　業
は
通
常
マ
ル
チ
と

生
分
解
性
マ
ル
チ
に
お
け
る

差
額
の
３
分
の
１
を
補
助
す

る
も
の
で
、
実
績
と
し
て
平

成
27
年
度
よ
り
概
ね
満
額
を

支
出
し
て
い
る
。

　
　
　入
澤
信
夫
議
員

　紙

　
　
　お
む
つ
支
給
事
業
の

利
用
状
況
は
。
ま
た
、
紙
お

む
つ
の
過
不
足
な
ど
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

が
改
善
の
検
討
は
。

　
　
　町
民
生
活
課
長

　こ

　
　
　の
事
業
は
社
会
福
祉

協
議
会
へ
委
託
し
て
お
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
約
70
名
の
利

用
が
あ
る
。
過
不
足
に
つ
い

て
は
事
務
連
絡
な
ど
を
密
に

行
い
な
が
ら
必
要
に
応
じ
対

応
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　牧
山
議
員

　耐
震
改

　
　
　修
促
進
計
画
を
改
正

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
町
に

お
け
る
耐
震
化
の
状
況
は
。

　
　
　建
設
課
長

　一
般
住

　
　
　宅
に
つ
い
て
は
平
成

28
年
度
末
で
耐
震
化
率
約

58
％
で
あ
る
。
今
後
は
平
成
30

年
度
か
ら
平
成
37
年
度
を
目
途

に
計
画
を
策
定
予
定
で
あ
る
。

紙
お
む
つ
支
給
事
業

改
善
検
討
を

質問②

必
要
に
応
じ

対
応
を
検
討
す
る

回答②

町
住
宅
耐
震
化
の

状
況
は

質問③

平
成
28
年
度
末
で

約
58
％

回答③

一
般
会
計



ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１１５　 　１０１１　　　ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１１５

一般・特別・事業会計当初予算

ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１１５　　１０

平成29年度一般・特別会計補正予算

▲中央こども園入園式

町制

130周年

町制

130周年

■平成29年度一般・特別会計補正予算表（３月定例会）

▲12億552万5千円

1,520万2千円

502万円

▲4,043万3千円

▲216万円

▲689万9千円

1,530万6千円

▲1億1,607万1千円

▲113万7千円

▲560万円

▲13億4,229万7千円

補 正 額会　計　名

一　般　会　計

国民健康保険特別会計

へき地診療所特別会計

簡易水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

公共下水道事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

生活再建支援事業特別会計

浄化槽整備事業特別会計

浅 間 園 事 業 特 別 会 計

合　　　計

88億2,291万8千円

9億8,953万2千円

8,880万4千円

1億7,178万円

6,433万8千円

1億4,772万8千円

5億7,378万8千円

392万9千円

509万6千円

3,584万円

－

補正後の総額

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

ダ
ム
事
業
費
確
定
な
ど

約
12
億
減
額

各
事
業
費
確
定

減
額
補
正

一 般

の
事
業
費
確
定
に
よ
り
約
１

億
２
千
万
円
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

　
　
　大
羽
賀
議
員

　（
一

　
　
　般
会
計
）
福
祉
バ
ス

運
行
事
業
が
20
万
円
減
額
、

外
出
支
援
バ
ス
運
行
事
業
が

１
４
０
万
円
減
額
と
な
っ
て

い
る
が
要
因
は
。

　平
成
29
年
度
一
般
・
特
別

会
計
補
正
予
算
を
３
月
定
例

会
２
日
目
（
14
日
）
に
可
決

し
ま
し
た
。
（
上
表
参
照
）

　今
回
可
決
し
た
平
成
29
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
約

12
億
円
の
減
額
を
行
う
も
の

で
、
主
に
八
ッ
場
ダ
ム
関
連

事
業
な
ど
の
事
業
費
確
定
や

役
場
新
庁
舎
・
住
民
総
合
セ

ン
タ
ー
築
造
工
事
の
出
来
高

確
定
な
ど
に
よ
り
大
幅
な
減

額
補
正
と
な
り
ま
し
た
。

　各
特
別
会
計
ご
と
に
予
算

の
増
減
が
あ
り
ま
す
が
、
今

回
の
平
成
29
年
度
特
別
会
計

補
正
予
算
は
合
計
で
約
１
億

４
千
万
円
の
減
額
補
正
と
な

り
ま
し
た
。

　生
活
支
援
事
業
特
別
会
計

の
減
額
補
正
が
主
な
も
の

で
、
生
活
再
建
支
援
助
成
金

事
業
費
確
定

各
会
計
予
算
補
正

特 別

質
疑
応
答

福
祉
バ
ス
な
ど
の

減
額
要
因
は

質 問

実
績
に
基
づ
き

減
額
し
て
い
る

回 答
　
　
　町
民
生
活
課
長

　福

　
　
　祉
バ
ス
に
つ
い
て
は

実
績
に
基
づ
き
減
額
と
な
っ

て
い
る
。
外
出
支
援
バ
ス
は

８
月
か
ら
の
実
施
と
な
っ
た

こ
と
が
主
な
要
因
と
考
え
ら

れ
る
が
、
今
後
も
周
知
徹
底

や
利
便
性
向
上
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

特
別
会
計 

質
疑
応
答

農
集
排
の
補
助
率

上
げ
る
べ
き

質問①

補
助
金
に
つ
い
て
は

検
討
し
た
い

回答① 　
　
　大
羽
賀
議
員

　（
農

　
　
　業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
）
こ
の
事
業
に
お
け

る
現
在
の
加
入
率
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

加
入
率
を
上
げ
る
た
め
に
も

補
助
金
を
引
き
上
げ
る
べ
き

だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　上
下
水
道
課
長

　加

　
　
　入
率
に
つ
い
て
は
平

成
28
年
度
決
算
の
数
値
で
は

新
田
処
理
区
64
・
３
％
（
１

９
２
戸
）
、
大
屋
原
処
理
区

50
・
５
％
（
51
戸
）
、
小
菅

処
理
区
31
・
９
％
（
１
２
１

戸
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　町
長

　補
助
金
の
引

　
　
　き
上
げ
に
つ
い
て
は

検
討
し
た
い
。
こ
の
件
に
つ

い
て
は
町
の
負
担
に
な
る
も

の
で
あ
り
、
単
に
加
入
率
が

増
加
す
れ
ば
良
い
と
い
う
も

の
で
は
な
い
部
分
が
あ
る
。

　
　
　黒
岩
議
員

　（
国
民

　
　
　健
康
保
険
特
別
会

計
）
保
険
税
が
前
年
度
と
比

較
し
て
約
１
４
０
０
万
円
減

額
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
が

要
因
は
。

　
　
　税
務
課
長

　平
成
29

　
　
　年
度
の
被
保
険
者
１

７
６
８
名
か
ら
約
１
２
０
名

減
員
し
、
退
職
被
保
険
者
に

つ
い
て
も
約
30
名
が
減
員
と

な
っ
た
の
が
要
因
で
あ
る
。

国
保
税
減
収
の

要
因
は

質問②

被
保
険
者

減
員
が
要
因

回答②

Pick Up!!平成30年度
事 業

①役場新庁舎・

　住民総合センター整備事業

　（18億23万5千円）

　平成29年８月に着工式を行い、平成30年

１月には基礎工事が完了しました。現在、

平成30年度完成を目指して工事を進めてい

ます。

継 続

②町制１３０周年記念事業

　（62万円）

　本町は明治22年に町制

施行となり、平成31年度

には施行130周年を迎え

ます。これを記念した事

業の実施へ向け準備や検

討を進めます。

新 規

新
年
度
事
業
を
一
部
紹
介
し
ま
す

③高齢者・障害者温泉入浴事業

　（180万8千円）

　現在、65歳以上の高齢者

や心身障害者へ王湯（川原

湯）の無料利用券を配布し

ています。平成30年度より

王湯やその他温泉施設を含

めた利用券の販売を行うな

ど事業を拡充する予定です。

　前保育所を利用し、平成

30年度に児童発達支援施設

(民間委託)を開所します。

　この事業費については開

所までの施設維持費や諸経

費を計上しています。

拡 充

新 規

④児童発達支援施設管理事業

　（120万3千円） ⑤中央こども園管理事業など

　平成30年度より町立中央

幼稚園と保育所を統合した

中央こども園が開園となり

ました。

　

新 規

▲建設が進む八ッ場ダム

☞児童発達支援施設
　⇒障害児通所支援の１つで、障害のある小学校就学前の未

　　就学児(０歳～６歳)が支援を受けるための施設のこと。

☞町制施行１３０周年
　⇒一度も合併せず、平成31年に町制施行130周年を迎える町
　　は全国でも本町と千葉県酒々井（しすい）町の２町のみと
　　なっています。

▲役場新庁舎・住民総合センターのイメージ



ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１１５　 　１０１１　　　ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１１５

一般・特別・事業会計当初予算平成29年度一般・特別会計補正予算

▲中央こども園入園式

町制

130周年

町制

130周年

■平成29年度一般・特別会計補正予算表（３月定例会）

▲12億552万5千円

1,520万2千円

502万円

▲4,043万3千円

▲216万円

▲689万9千円

1,530万6千円

▲1億1,607万1千円

▲113万7千円

▲560万円

▲13億4,229万7千円

補 正 額会　計　名

一　般　会　計

国民健康保険特別会計

へき地診療所特別会計

簡易水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

公共下水道事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

生活再建支援事業特別会計

浄化槽整備事業特別会計

浅 間 園 事 業 特 別 会 計

合　　　計

88億2,291万8千円

9億8,953万2千円

8,880万4千円

1億7,178万円

6,433万8千円

1億4,772万8千円

5億7,378万8千円

392万9千円

509万6千円

3,584万円

－

補正後の総額

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

ダ
ム
事
業
費
確
定
な
ど

約
12
億
減
額

各
事
業
費
確
定

減
額
補
正

一 般

の
事
業
費
確
定
に
よ
り
約
１

億
２
千
万
円
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

　
　
　大
羽
賀
議
員

　（
一

　
　
　般
会
計
）
福
祉
バ
ス

運
行
事
業
が
20
万
円
減
額
、

外
出
支
援
バ
ス
運
行
事
業
が

１
４
０
万
円
減
額
と
な
っ
て

い
る
が
要
因
は
。

　平
成
29
年
度
一
般
・
特
別

会
計
補
正
予
算
を
３
月
定
例

会
２
日
目
（
14
日
）
に
可
決

し
ま
し
た
。
（
上
表
参
照
）

　今
回
可
決
し
た
平
成
29
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
約

12
億
円
の
減
額
を
行
う
も
の

で
、
主
に
八
ッ
場
ダ
ム
関
連

事
業
な
ど
の
事
業
費
確
定
や

役
場
新
庁
舎
・
住
民
総
合
セ

ン
タ
ー
築
造
工
事
の
出
来
高

確
定
な
ど
に
よ
り
大
幅
な
減

額
補
正
と
な
り
ま
し
た
。

　各
特
別
会
計
ご
と
に
予
算

の
増
減
が
あ
り
ま
す
が
、
今

回
の
平
成
29
年
度
特
別
会
計

補
正
予
算
は
合
計
で
約
１
億

４
千
万
円
の
減
額
補
正
と
な

り
ま
し
た
。

　生
活
支
援
事
業
特
別
会
計

の
減
額
補
正
が
主
な
も
の

で
、
生
活
再
建
支
援
助
成
金

事
業
費
確
定

各
会
計
予
算
補
正

特 別

質
疑
応
答

福
祉
バ
ス
な
ど
の

減
額
要
因
は

質 問

実
績
に
基
づ
き

減
額
し
て
い
る

回 答
　
　
　町
民
生
活
課
長

　福

　
　
　祉
バ
ス
に
つ
い
て
は

実
績
に
基
づ
き
減
額
と
な
っ

て
い
る
。
外
出
支
援
バ
ス
は

８
月
か
ら
の
実
施
と
な
っ
た

こ
と
が
主
な
要
因
と
考
え
ら

れ
る
が
、
今
後
も
周
知
徹
底

や
利
便
性
向
上
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

特
別
会
計 

質
疑
応
答

農
集
排
の
補
助
率

上
げ
る
べ
き

質問①

補
助
金
に
つ
い
て
は

検
討
し
た
い

回答① 　
　
　大
羽
賀
議
員

　（
農

　
　
　業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
）
こ
の
事
業
に
お
け

る
現
在
の
加
入
率
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

加
入
率
を
上
げ
る
た
め
に
も

補
助
金
を
引
き
上
げ
る
べ
き

だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　上
下
水
道
課
長

　加

　
　
　入
率
に
つ
い
て
は
平

成
28
年
度
決
算
の
数
値
で
は

新
田
処
理
区
64
・
３
％
（
１

９
２
戸
）
、
大
屋
原
処
理
区

50
・
５
％
（
51
戸
）
、
小
菅

処
理
区
31
・
９
％
（
１
２
１

戸
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　町
長

　補
助
金
の
引

　
　
　き
上
げ
に
つ
い
て
は

検
討
し
た
い
。
こ
の
件
に
つ

い
て
は
町
の
負
担
に
な
る
も

の
で
あ
り
、
単
に
加
入
率
が

増
加
す
れ
ば
良
い
と
い
う
も

の
で
は
な
い
部
分
が
あ
る
。

　
　
　黒
岩
議
員

　（
国
民

　
　
　健
康
保
険
特
別
会

計
）
保
険
税
が
前
年
度
と
比

較
し
て
約
１
４
０
０
万
円
減

額
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
が

要
因
は
。

　
　
　税
務
課
長

　平
成
29

　
　
　年
度
の
被
保
険
者
１

７
６
８
名
か
ら
約
１
２
０
名

減
員
し
、
退
職
被
保
険
者
に

つ
い
て
も
約
30
名
が
減
員
と

な
っ
た
の
が
要
因
で
あ
る
。

国
保
税
減
収
の

要
因
は

質問②

被
保
険
者

減
員
が
要
因

回答②

Pick Up!!平成30年度
事 業

①役場新庁舎・

　住民総合センター整備事業

　（18億23万5千円）

　平成29年８月に着工式を行い、平成30年

１月には基礎工事が完了しました。現在、

平成30年度完成を目指して工事を進めてい

ます。

継 続

②町制１３０周年記念事業

　（62万円）

　本町は明治22年に町制

施行となり、平成31年度

には施行130周年を迎え

ます。これを記念した事

業の実施へ向け準備や検

討を進めます。

新 規

新
年
度
事
業
を
一
部
紹
介
し
ま
す

③高齢者・障害者温泉入浴事業

　（180万8千円）

　現在、65歳以上の高齢者

や心身障害者へ王湯（川原

湯）の無料利用券を配布し

ています。平成30年度より

王湯やその他温泉施設を含

めた利用券の販売を行うな

ど事業を拡充する予定です。

　前保育所を利用し、平成

30年度に児童発達支援施設

(民間委託)を開所します。

　この事業費については開

所までの施設維持費や諸経

費を計上しています。

拡 充

新 規

④児童発達支援施設管理事業

　（120万3千円） ⑤中央こども園管理事業など

　平成30年度より町立中央

幼稚園と保育所を統合した

中央こども園が開園となり

ました。

　

新 規

▲建設が進む八ッ場ダム

☞児童発達支援施設
　⇒障害児通所支援の１つで、障害のある小学校就学前の未

　　就学児(０歳～６歳)が支援を受けるための施設のこと。

☞町制施行１３０周年
　⇒一度も合併せず、平成31年に町制施行130周年を迎える町
　　は全国でも本町と千葉県酒々井（しすい）町の２町のみと
　　なっています。

▲役場新庁舎・住民総合センターのイメージ



ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１１５　 　１２１３　　　ながのはらまち議会だより　４月 Ｎo．１１５

▲答弁を行う萩原町長

請願・陳情の審査結果

年金の毎月支給
国へ要望

総務文教常任委員会

年金の毎月支給
国へ要望

　
全
日
本
年
金
者
組
合
群
馬

県
本
部
よ
り
年
金
関
連
意
見

書
を
関
係
機
関
に
提
出
す
る

こ
と
を
求
め
る
陳
情
２
件
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
受
理
番
号
１
号
を
採
択
と

し
、
３
月
定
例
会
最
終
日

（
20
日
）
に
意
見
書
案
を
提

出
し
ま
し
た
。

年
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連
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な
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な
お
応
桑
区
長
よ
り
提
出

の
あ
っ
た
陳
情
（
受
理
番
号

２
号
）
は
採
択
と
し
、
小
代

地
区
街
路
灯
20
台
に
お
け
る

器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
対
し

30
％
の
補
助
を
行
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。
（
詳
細
下
表
）

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
が

３
月
定
例
会
最
終
日
に
「
年

　３月６日（火）開催の３月定例会初日に陳情３件

が総務文教常任委員会へ付託され、同日に審議を行

いました。審議の結果については次のとおりです。

　なお、今回は産業建設常任委員会へ付託された陳

情はありませんでした。

■請願・陳情の審査結果一覧

件　　名

年金支給の隔月支給を毎月支給に改

める陳情

若い人も高齢者も安心できる年金制

度である全額国庫負担の最低保障年

金制度創設を政府に求める陳情

街路灯器具取り換えについての陳情

提　出　者

全日本年金者

組合群馬県本部

執行委員長

田村　照代

ほか１名

応桑区長

浅井　昭一

結　果

採　択

(意見書提出)

趣旨採択

採　択

(30％補助)

内　　容

各要望における意見書の提出

を求める陳情

街路灯20台(小代地区)のＬＥ

Ｄ化に対し補助を求める陳情

１号

２号

３号

受
理
番
号

一 般 質 問
ここが知りたい！

質 問 者

篠原　茂　議員

黒岩　巧　議員

大羽賀　進　議員

牧山　明　議員

浅井　進　議員

質 問 内 容

小中学校を統廃合すべき

各施策の詳細説明を

①若者の移住定住どう促すか

②北軽・応桑へ施策展開すべき

社会福祉協議会改革の構想は

浅間大滝周辺整備を

ページ
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１５

１６

１７

１８

１９

新年度施政方針

浅間高原ジオサイト整備

人口減少対策について

農業・観光振興、道路整備など

一
般
質
問
に

議
員
５
名
登
壇

概 要　
一
般
質
問
と
は
定
例
会
に

お
い
て
、
各
議
員
が
住
民
の

代
表
と
し
て
町
の
考
え
方
や

疑
問
を
正
す
も
の
で
す
。

　
３
月
定
例
会
で
は
５
名
が

登
壇
し
、
新
年
度
施
政
方
針

や
小
中
学
校
の
統
廃
合
、
人

口
減
少
対
策
に
つ
い
て
な
ど

多
分
野
に
渡
り
質
問
を
行
い

ま
し
た
。
（
詳
細
14
～
19
㌻
）

　
な
お
紙
面
の
都
合
に
よ
り

内
容
の
要
約
・
省
略
な
ど
編

集
を
行
っ
た
上
で
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
実
際
の
質
疑

応
答
と
異
な
る
部
分
が
あ
り

ま
す
。

金
支
給
の
隔
月
支
給
を
毎
月

支
給
に
改
め
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書
」
を
提
出
し
ま
し

た
。
こ
の
意
見
書
は
年
金
支

給
を
現
状
の
隔
月
支
給
か
ら

毎
月
支
給
へ
改
め
る
こ
と
を

要
望
す
る
も
の
で
、
審
議
の

結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
関
係
機
関
へ
提
出
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

■
意
見
書
の
内
容
（
抜
粋
）

　
公
的
年
金
は
、
高
齢
者
の

生
活
を
支
え
る
基
盤
で
あ

る
。
（
中
略
）
年
金
の
毎
月

支
給
は
国
際
基
準
で
も
あ

り
、
年
金
の
毎
月
支
給
は
高

齢
受
給
者
に
と
っ
て
切
実
か

つ
緊
急
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
年

金
支
給
の
隔
月
支
給
を
毎
月

支
給
に
改
め
る
こ
と
を
強
く

要
望
す
る
。

関
係
機
関
へ

意
見
書
を
提
出

議 会

　
平
成
30
年
第
１
回
長
野
原

町
議
会
臨
時
会
が
２
月
13
日

（
火
）
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
審
議
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補

　正
予
算
（
第
７
号
）

　
主
に
役
場
新
庁
舎
・
住
民

総
合
セ
ン
タ
ー
や
川
原
湯
温

泉
駅
前
広
場
の
用
地
取
得
費

（
関
連
７
㌻
）
、
中
央
こ
ど

も
園
駐
車
場
整
備
工
事
請
負

費
の
追
加
補
正
が
あ
り
、
予

算
に
６
億
１
７
８
３
万
３
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

１
０
０
億
２
８
４
４
万
３
千

円
と
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正

予
算
を
審
議

２月臨時会

☞一般質問のルール
　⇒回数制や時間制など町村により様々な形式がとられてい
　　ますが、町議会では質問を３回までとする回数制を採用
　　しています。

☞意見書の提出
　⇒地方公共団体の議会は公益に関する事柄について、意見書

　　を国会または関係行政庁に提出することができます。
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新年度施政方針

各施策の詳細説明を

連
携
し

各
施
策
進
め
る

小中学校を統廃合すべき

篠原　茂　議員

ここが知りたい！

一 般 質 問

黒岩　巧　議員

ここが知りたい！

一 般 質 問

☞多面的機能支払交付金
　⇒農地・水路・農道などを共同活動で保全管理している活

　　動組織に交付金を交付する制度のこと。

☞地域包括ケアシステム
　⇒重度の要介護状態となっても住み慣れた地域で暮らせるよ
　　う、住まい・医療・介護・生活支援などが一体的に提供さ
　　れる仕組みのこと。

慎
重
に

検
討
し
て
い
き
た
い

　
　
　
小
中
学
校
の
統
廃
合

　
　
　
に
つ
い
て
進
捗
状
況

や
今
後
の
対
応
を
含
め
町
長

の
考
え
を
問
い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
こ
れ
ま
で
の

　
　
　
経
過
と
し
て
、
教
育

委
員
会
で
は
教
育
委
員
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど
を
対
象
に
「
小
中

学
校
の
あ
り
方
検
討
会
」
を

実
施
し
た
が
、
統
廃
合
に
つ

い
て
は
賛
否
両
論
の
意
見
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
各
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

会
議
で
話
し
合
い
な
ど
を
依

頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
現
時
点
で
意
見
集
約
は
で

き
て
い
な
い
。

　
学
校
は
地
域
と
の
関
わ
り

が
深
く
、
今
後
も
関
係
者
と

の
話
し
合
い
を
行
い
、
よ
り

よ
い
方
法
を
模
索
し
て
い
き

　
　
　
新
年
度
施
政
方
針
の

　
　
　
各
施
策
に
つ
い
て
具

体
的
考
え
を
伺
う
。

　
ま
ず
、
子
育
て
経
済
的
支

援
や
町
民
の
防
災
意
識
を
向

上
さ
せ
る
施
策
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。
ま
た
町
の
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
つ
い

て
施
政
方
針
で
述
べ
て
い
る

他
に
施
策
は
あ
る
の
か
伺
い

た
い
。

　
次
に
福
祉
関
連
に
お
い
て

社
会
福
祉
協
議
会
の
改
革
、

八
ッ
場
ダ
ム
関
連
で
は
施
設

維
持
管
理
を
含
め
た
地
域
振

興
を
担
う
組
織
の
構
築
を
挙

げ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

構
想
を
も
っ
て
い
る
か
。

　
最
後
に
連
携
に
よ
る
町
づ

く
り
を
挙
げ
て
い
る
が
、
町

長
の
思
い
描
く
連
携
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
伺
う
。

　
　
　
町
長
　
子
育
て
経
済

　
　
　
的
支
援
に
つ
い
て
は

児
童
発
達
支
援
事
業
所
の
開

所
な
ど
更
な
る
充
実
に
取
り

組
み
、
防
災
に
つ
い
て
は
講

演
会
や
防
災
マ
ッ
プ
作
成
を

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
そ

の
他
農
業
施
策
を
あ
え
て
挙

げ
る
な
ら
環
境
保
全
型
農
業

に
配
慮
し
た
生
分
解
性
マ
ル
チ

の
利
用
促
進
な
ど
で
あ
る
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
に
つ
い

て
は
当
協
議
会
を
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
心
的
組

織
へ
位
置
付
け
た
い
と
考
え

て
お
り
、
地
域
振
興
組
織
に
つ

い
て
は
公
益
・
一
般
財
団
法
人

な
ど
様
々
な
形
態
が
あ
る
中
、

最
適
な
方
法
を
検
討
し
た
い
。

　
最
後
に
私
が
思
い
描
く
連
携

と
は
「
オ
ー
ル
な
が
の
は
ら
」

を
形
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
子
育
て
支
援
は
本
町

　
　
　
に
居
住
す
る
か
ど
う

か
を
選
択
す
る
に
お
い
て
重

要
な
要
因
と
な
る
。
経
済
的

支
援
の
部
分
で
具
体
的
な
施

策
は
あ
る
か
。

　
防
災
に
つ
い
て
は
災
害
発

生
時
に
避
難
訓
練
経
験
者
の

生
存
率
が
高
い
こ
と
か
ら
町

全
体
で
訓
練
を
す
る
べ
き
だ

と
考
え
る
。
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
意
味
で
も
万
全
の

体
制
整
備
や
緊
急
時
の
指
針

と
な
る
防
災
マ
ッ
プ
な
ど
の
作

成
も
併
せ
て
お
願
い
し
た
い
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
を
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
中
心
へ
位
置
付

け
る
に
は
、
人
員
・
資
金
的

部
分
で
も
支
援
し
整
備
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

地
域
振
興
組
織
に
つ
い
て
は

早
い
時
期
に
示
せ
る
よ
う
お

願
い
し
た
い
。

　
歴
代
町
長
も
町
基
幹
産
業

は
農
業
・
観
光
で
あ
る
と
し

て
い
る
が
、
ま
だ
支
援
が
足

り
て
い
な
い
。
農
業
や
観
光

業
を
営
む
方
が
「
町
が
力
を

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
統
廃
合
は
前
髙
山
町

　
　
　
長
の
時
に
決
定
し
て

い
る
が
、
延
長
し
て
い
る
状

態
だ
と
聞
い
て
い
る
。

　
子
ど
も
に
と
っ
て
最
も
よ

い
方
法
は
何
か
と
い
う
視
点

で
統
廃
合
の
可
否
な
ど
を
判

断
す
べ
き
で
あ
り
、
第
一
小

の
よ
う
な
少
人
数
は
異
常
だ

と
思
う
。
子
ど
も
が
集
団
規

律
・
行
動
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
統
廃
合
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
ど

う
か
。

　
　
　
町
長
　
統
廃
合
に
つ

　
　
　
い
て
は
延
長
で
は
な

く
凍
結
で
あ
る
と
記
憶
し
て

い
る
。

　
今
ま
で
は
統
廃
合
に
賛
成

す
る
方
が
大
半
で
あ
る
と
想

像
し
て
い
た
が
、
今
回
実
施

し
た
検
討
会
で
は
反
対
意
見

が
出
て
き
た
こ
と
も
事
実
で

あ
る
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
政

治
的
判
断
で
す
ぐ
に
動
く
も

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
賛
否

両
論
あ
る
中
、
慎
重
に
検
討

し
見
極
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て

　
　
　
は
地
域
差
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
こ
の
検
討
会

で
は
ど
の
よ
う
な
話
し
合
い

が
行
わ
れ
た
の
か
。

　
ま
た
、
町
長
は
統
廃
合
に

つ
い
て
中
立
的
な
立
場
で
あ

る
と
見
受
け
ら
れ
る
。
改
め

て
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
教
育
長
　
検
討
会
で

　
　
　
は
少
人
数
と
い
う
点

に
つ
い
て
否
定
的
な
意
見
は

少
な
く
、
多
く
の
教
育
委
員

や
校
園
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か

ら
は
統
廃
合
せ
ず
に
各
学
区

の
地
域
性
を
保
持
し
た
い
と

い
う
意
見
が
多
か
っ
た
。
今

後
は
各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

に
お
い
て
再
度
話
題
を
取
り

上
げ
て
も
ら
う
な
ど
、
意
見

集
約
を
行
い
た
い
。

　
中
学
校
に
つ
い
て
は
生
徒

の
減
少
数
が
概
ね
計
算
で
き

て
い
る
。
今
後
、
部
活
が
成

り
立
た
な
く
な
る
と
い
う
こ

と
見
越
し
、
先
生
方
の
意
見

や
吾
妻
郡
内
に
お
け
る
統
廃

合
の
状
況
を
み
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
町
長
　
こ
の
問
題
に

　
　
　
つ
い
て
の
発
言
は
責

任
が
伴
う
。
現
段
階
で
は
統

廃
合
す
る
か
ど
う
か
は
表
明

し
な
い
。

入
れ
て
い
る
」
と
肌
で
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
施
策
を
実

施
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
町
長
　
経
済
的
支
援

　
　
　
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
な
施
策
が
良
い
か
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
防
災
は
避
難
訓
練
の
押
し

付
け
よ
り
、
ま
ず
防
災
意
識

の
向
上
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
た
め
講
演
会
な
ど

の
実
施
を
考
え
て
い
る
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
支

援
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
そ
れ

以
前
に
内
部
の
意
識
改
革
を

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
地

域
振
興
組
織
に
つ
い
て
は
ダ

ム
完
成
を
目
途
に
作
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
基
幹
産
業
の
支
援
に
つ
い

て
は
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
事
業
の
よ
う
に
補
助
金
だ

け
で
な
く
行
政
と
地
域
が
連

携
し
、
地
域
の
力
が
発
揮
さ

れ
る
よ
う
な
事
業
に
こ
そ
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
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新年度施政方針

各施策の詳細説明を

連
携
し

各
施
策
進
め
る

小中学校を統廃合すべき

篠原　茂　議員

ここが知りたい！

一 般 質 問

黒岩　巧　議員

ここが知りたい！

一 般 質 問

☞多面的機能支払交付金
　⇒農地・水路・農道などを共同活動で保全管理している活

　　動組織に交付金を交付する制度のこと。

☞地域包括ケアシステム
　⇒重度の要介護状態となっても住み慣れた地域で暮らせるよ
　　う、住まい・医療・介護・生活支援などが一体的に提供さ
　　れる仕組みのこと。

慎
重
に

検
討
し
て
い
き
た
い

　
　
　
小
中
学
校
の
統
廃
合

　
　
　
に
つ
い
て
進
捗
状
況

や
今
後
の
対
応
を
含
め
町
長

の
考
え
を
問
い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
こ
れ
ま
で
の

　
　
　
経
過
と
し
て
、
教
育

委
員
会
で
は
教
育
委
員
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど
を
対
象
に
「
小
中

学
校
の
あ
り
方
検
討
会
」
を

実
施
し
た
が
、
統
廃
合
に
つ

い
て
は
賛
否
両
論
の
意
見
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
各
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

会
議
で
話
し
合
い
な
ど
を
依

頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
現
時
点
で
意
見
集
約
は
で

き
て
い
な
い
。

　
学
校
は
地
域
と
の
関
わ
り

が
深
く
、
今
後
も
関
係
者
と

の
話
し
合
い
を
行
い
、
よ
り

よ
い
方
法
を
模
索
し
て
い
き

　
　
　
新
年
度
施
政
方
針
の

　
　
　
各
施
策
に
つ
い
て
具

体
的
考
え
を
伺
う
。

　
ま
ず
、
子
育
て
経
済
的
支

援
や
町
民
の
防
災
意
識
を
向

上
さ
せ
る
施
策
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。
ま
た
町
の
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
つ
い

て
施
政
方
針
で
述
べ
て
い
る

他
に
施
策
は
あ
る
の
か
伺
い

た
い
。

　
次
に
福
祉
関
連
に
お
い
て

社
会
福
祉
協
議
会
の
改
革
、

八
ッ
場
ダ
ム
関
連
で
は
施
設

維
持
管
理
を
含
め
た
地
域
振

興
を
担
う
組
織
の
構
築
を
挙

げ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

構
想
を
も
っ
て
い
る
か
。

　
最
後
に
連
携
に
よ
る
町
づ

く
り
を
挙
げ
て
い
る
が
、
町

長
の
思
い
描
く
連
携
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
伺
う
。

　
　
　
町
長
　
子
育
て
経
済

　
　
　
的
支
援
に
つ
い
て
は

児
童
発
達
支
援
事
業
所
の
開

所
な
ど
更
な
る
充
実
に
取
り

組
み
、
防
災
に
つ
い
て
は
講

演
会
や
防
災
マ
ッ
プ
作
成
を

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
そ

の
他
農
業
施
策
を
あ
え
て
挙

げ
る
な
ら
環
境
保
全
型
農
業

に
配
慮
し
た
生
分
解
性
マ
ル
チ

の
利
用
促
進
な
ど
で
あ
る
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
に
つ
い

て
は
当
協
議
会
を
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
心
的
組

織
へ
位
置
付
け
た
い
と
考
え

て
お
り
、
地
域
振
興
組
織
に
つ

い
て
は
公
益
・
一
般
財
団
法
人

な
ど
様
々
な
形
態
が
あ
る
中
、

最
適
な
方
法
を
検
討
し
た
い
。

　
最
後
に
私
が
思
い
描
く
連
携

と
は
「
オ
ー
ル
な
が
の
は
ら
」

を
形
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
子
育
て
支
援
は
本
町

　
　
　
に
居
住
す
る
か
ど
う

か
を
選
択
す
る
に
お
い
て
重

要
な
要
因
と
な
る
。
経
済
的

支
援
の
部
分
で
具
体
的
な
施

策
は
あ
る
か
。

　
防
災
に
つ
い
て
は
災
害
発

生
時
に
避
難
訓
練
経
験
者
の

生
存
率
が
高
い
こ
と
か
ら
町

全
体
で
訓
練
を
す
る
べ
き
だ

と
考
え
る
。
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
意
味
で
も
万
全
の

体
制
整
備
や
緊
急
時
の
指
針

と
な
る
防
災
マ
ッ
プ
な
ど
の
作

成
も
併
せ
て
お
願
い
し
た
い
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
を
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
中
心
へ
位
置
付

け
る
に
は
、
人
員
・
資
金
的

部
分
で
も
支
援
し
整
備
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

地
域
振
興
組
織
に
つ
い
て
は

早
い
時
期
に
示
せ
る
よ
う
お

願
い
し
た
い
。

　
歴
代
町
長
も
町
基
幹
産
業

は
農
業
・
観
光
で
あ
る
と
し

て
い
る
が
、
ま
だ
支
援
が
足

り
て
い
な
い
。
農
業
や
観
光

業
を
営
む
方
が
「
町
が
力
を

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
統
廃
合
は
前
髙
山
町

　
　
　
長
の
時
に
決
定
し
て

い
る
が
、
延
長
し
て
い
る
状

態
だ
と
聞
い
て
い
る
。

　
子
ど
も
に
と
っ
て
最
も
よ

い
方
法
は
何
か
と
い
う
視
点

で
統
廃
合
の
可
否
な
ど
を
判

断
す
べ
き
で
あ
り
、
第
一
小

の
よ
う
な
少
人
数
は
異
常
だ

と
思
う
。
子
ど
も
が
集
団
規

律
・
行
動
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
統
廃
合
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
ど

う
か
。

　
　
　
町
長
　
統
廃
合
に
つ

　
　
　
い
て
は
延
長
で
は
な

く
凍
結
で
あ
る
と
記
憶
し
て

い
る
。

　
今
ま
で
は
統
廃
合
に
賛
成

す
る
方
が
大
半
で
あ
る
と
想

像
し
て
い
た
が
、
今
回
実
施

し
た
検
討
会
で
は
反
対
意
見

が
出
て
き
た
こ
と
も
事
実
で

あ
る
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
政

治
的
判
断
で
す
ぐ
に
動
く
も

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
賛
否

両
論
あ
る
中
、
慎
重
に
検
討

し
見
極
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て

　
　
　
は
地
域
差
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
こ
の
検
討
会

で
は
ど
の
よ
う
な
話
し
合
い

が
行
わ
れ
た
の
か
。

　
ま
た
、
町
長
は
統
廃
合
に

つ
い
て
中
立
的
な
立
場
で
あ

る
と
見
受
け
ら
れ
る
。
改
め

て
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
教
育
長
　
検
討
会
で

　
　
　
は
少
人
数
と
い
う
点

に
つ
い
て
否
定
的
な
意
見
は

少
な
く
、
多
く
の
教
育
委
員

や
校
園
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か

ら
は
統
廃
合
せ
ず
に
各
学
区

の
地
域
性
を
保
持
し
た
い
と

い
う
意
見
が
多
か
っ
た
。
今

後
は
各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

に
お
い
て
再
度
話
題
を
取
り

上
げ
て
も
ら
う
な
ど
、
意
見

集
約
を
行
い
た
い
。

　
中
学
校
に
つ
い
て
は
生
徒

の
減
少
数
が
概
ね
計
算
で
き

て
い
る
。
今
後
、
部
活
が
成

り
立
た
な
く
な
る
と
い
う
こ

と
見
越
し
、
先
生
方
の
意
見

や
吾
妻
郡
内
に
お
け
る
統
廃

合
の
状
況
を
み
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
町
長
　
こ
の
問
題
に

　
　
　
つ
い
て
の
発
言
は
責

任
が
伴
う
。
現
段
階
で
は
統

廃
合
す
る
か
ど
う
か
は
表
明

し
な
い
。

入
れ
て
い
る
」
と
肌
で
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
施
策
を
実

施
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
町
長
　
経
済
的
支
援

　
　
　
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
な
施
策
が
良
い
か
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
防
災
は
避
難
訓
練
の
押
し

付
け
よ
り
、
ま
ず
防
災
意
識

の
向
上
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
た
め
講
演
会
な
ど

の
実
施
を
考
え
て
い
る
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
支

援
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
そ
れ

以
前
に
内
部
の
意
識
改
革
を

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
地

域
振
興
組
織
に
つ
い
て
は
ダ

ム
完
成
を
目
途
に
作
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
基
幹
産
業
の
支
援
に
つ
い

て
は
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
事
業
の
よ
う
に
補
助
金
だ

け
で
な
く
行
政
と
地
域
が
連

携
し
、
地
域
の
力
が
発
揮
さ

れ
る
よ
う
な
事
業
に
こ
そ
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
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▲説明会の様子

▲ダム事業により多くの道路や橋が   
　新設されました。(写真＝不動大橋)

農業・観光振興、道路整備など

北軽・応桑へ施策展開すべき

基
幹
産
業
支
援
し

道
路
調
査
実
施
す
る

大羽賀　進　議員

ここが知りたい！

一 般 質 問

☞吾妻振興局
　⇒県にある７つの振興局のうち、吾妻郡を担当する振興局
　　のこと。局内の業務別事業所として郡内に吾妻行政県税
　　事務所や中之条土木事務所などがあります。

☞ＳＮＳ（Social Networking Service）
　⇒ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略称で、人と
　　人とのつながりを支援するインターネット上のサービスの
　　こと。（例：フェイスブック、ツイッターなど）

町
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
く

　
　
　
少
子
高
齢
化
や
人
口

　
　
　
減
少
は
今
や
避
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
問
題
で
あ

り
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

政
府
に
よ
る
有
識
者
会
議
で

も
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
中
で
も
地
方
自

治
体
の
魅
力
発
信
が
大
事
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

町
長
は
ど
の
よ
う
な
考
え
を

持
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
町
長
　
議
員
指
摘
の

　
　
　
と
お
り
少
子
高
齢
化

や
人
口
減
少
は
町
の
将
来
に

と
っ
て
重
大
な
課
題
で
あ

り
、
町
だ
け
で
な
く
日
本
全

体
で
も
避
け
る
事
が
で
き
な

い
の
が
現
実
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
町
と
し

て
は
移
住
定
住
施
策
や
働
く

場
の
確
保
、
子
育
て
環
境
の

　
　
　
60
年
以
上
続
く
八
ッ

　
　
　
場
ダ
ム
建
設
も
残
り

２
年
で
完
成
と
な
る
。
今
後

の
町
施
策
は
農
業
・
観
光
業

で
生
計
を
立
て
る
人
が
多
い

北
軽
井
沢
や
応
桑
地
区
へ
目

を
向
け
る
べ
き
で
あ
る
。

　
例
え
ば
ハ
イ
ロ
ン
・
大
屋

原
・
ア
テ
ロ
地
区
住
民
は
国

道
な
ど
の
幹
線
道
路
へ
出
る

た
め
に
多
く
の
時
間
を
費
や

し
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ

る
た
め
、
道
路
や
橋
の
整
備

人口減少対策について

若者の移住定住
　　　　どう促すか

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
よ
る
人
の
出
入
り
の
増
加

が
期
待
で
き
、
比
例
し
て
地

域
の
発
展
も
期
待
で
き
る
と

考
え
て
い
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
町
長
　
町
基
幹
産
業

　
　
　
へ
の
支
援
は
有
害
鳥

獣
対
策
や
多
面
的
機
能
保
全

事
業
の
拡
充
、
環
境
保
全
型

農
業
に
配
慮
し
た
生
分
解
性

マ
ル
チ
へ
の
利
用
促
進
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で

あ
る
。

　
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
安

全
か
つ
快
適
な
交
通
網
整
備

や
自
然
環
境
と
の
調
和
に
配

慮
し
つ
つ
、
地
域
住
民
の
意

見
や
要
望
な
ど
を
把
握
し
た

上
で
実
施
可
能
な
箇
所
よ
り

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

整
備
な
ど
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
の
施
策
を

実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
。
今

後
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し

な
が
ら
町
の
魅
力
を
発
信

し
、
住
ん
で
み
た
い
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
施
策
も

実
施
し
て
い
く
。

　
　
　
人
口
減
少
な
ど
に
つ

　
　
　
い
て
は
他
自
治
体
や

日
本
全
体
で
も
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
地
方
こ
そ

日
本
の
活
力
を
生
み
出
す
場

で
あ
る
。
若
者
が
都
会
に
憧

れ
る
気
持
ち
は
理
解
で
き
る

が
、
若
者
た
ち
の
よ
う
な
活

力
あ
る
人
材
が
町
や
地
方
を

盛
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
よ
う
な
中
、
各
地

域
を
見
る
と
高
齢
者
が
多
く

な
っ
て
い
る
現
実
が
あ
る
。

こ
れ
を
放
置
し
て
い
け
ば
、

空
き
家
の
増
加
や
人
口
減
少

な
ど
に
よ
り
、
町
は
大
変
な

こ
と
に
な
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。

若
者
の
移
住
定
住
の
た
め
、

町
に
は
魅
力
や
起
業
な
ど
の

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
こ
と
を
発

信
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　
　
　
町
長
　
本
町
に
は
大

　
　
　
変
多
く
の
魅
力
が
あ

り
、
そ
の
発
信
は
非
常
に
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

例
え
ば
、
月
に
一
度
で
も
町

民
皆
さ
ま
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
た
町
の
魅
力
発
信
を
行
う

こ
と
で
世
界
や
日
本
全
体
へ

拡
散
し
て
い
く
。

　
議
員
皆
さ
ま
や
職
員
に
つ

い
て
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用

し
て
町
の
魅
力
を
発
信
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　
今
ま
で
の
経
験
を
踏

　
　
　
ま
え
、
特
に
道
路
整

備
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
北
軽
井
沢
や
応
桑
の
野
菜

農
家
が
出
荷
す
る
た
め
に
は

応
桑
の
野
菜
集
配
送
予
冷
庫

ま
で
行
く
必
要
が
あ
り
、
大

屋
原
や
ア
テ
ロ
な
ど
か
ら
予

冷
庫
ま
で
移
動
す
る
に
は
遠

距
離
と
な
る
。
こ
の
た
め
、

当
該
地
域
農
家
の
出
荷
に
関

す
る
経
費
が
高
額
に
な
っ
て

し
ま
う
。
町
予
算
な
ど
を
考

慮
す
れ
ば
道
路
・
橋
の
整
備

や
新
設
は
至
難
の
業
か
と
思

う
が
是
非
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
北
軽
井
沢
と
応
桑
は
観
光

と
農
業
し
か
道
は
な
い
。
こ

れ
ら
を
し
っ
か
り
発
展
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
比
例
し
て

若
者
の
移
住
定
住
者
も
増
加

し
、
町
や
経
済
も
発
展
し
て

い
く
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
町
長
　
道
路
な
ど
の

　
　
　
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
生

活
に
お
い
て
大
変
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
、
町
で
は
ダ
ム
事
業

で
多
く
の
道
路
や
橋
が
新
設

さ
れ
て
い
る
状
況
も
あ
り
、

町
民
皆
さ
ま
の
感
覚
が
ま
ひ

し
て
い
る
部
分
が
あ
る
か
と

思
う
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
橋
な
ど

に
は
寿
命
が
あ
り
、
老
朽
化

し
て
い
く
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。
来
年
度
に
つ
い
て
は
御

大
橋
周
辺
の
道
路
調
査
を
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
。
地
域

住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

可
能
な
限
り
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　
基
幹
産
業
へ
の
支
援
は
主

に
多
面
的
機
能
保
全
事
業
に

よ
り
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
以
前
よ
り
、

地
域
を
救
う
に
は
ボ
ラ
ン
タ

リ
ズ
ム
と
マ
ン
パ
ワ
ー
が
重

要
で
あ
る
と
言
い
続
け
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
が
反
映
さ
れ

て
い
る
事
業
で
あ
る
。
他
の

地
域
へ
の
周
知
も
行
っ
て
い

き
た
い
。

活動報告

平成29年度

吾妻振興局
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２
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催
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▲説明会の様子

▲ダム事業により多くの道路や橋が   
　新設されました。(写真＝不動大橋)
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　　人とのつながりを支援するインターネット上のサービスの
　　こと。（例：フェイスブック、ツイッターなど）
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、
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に
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老
朽
化

し
て
い
く
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。
来
年
度
に
つ
い
て
は
御

大
橋
周
辺
の
道
路
調
査
を
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
。
地
域

住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

可
能
な
限
り
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　
基
幹
産
業
へ
の
支
援
は
主

に
多
面
的
機
能
保
全
事
業
に

よ
り
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
以
前
よ
り
、

地
域
を
救
う
に
は
ボ
ラ
ン
タ

リ
ズ
ム
と
マ
ン
パ
ワ
ー
が
重

要
で
あ
る
と
言
い
続
け
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
が
反
映
さ
れ

て
い
る
事
業
で
あ
る
。
他
の

地
域
へ
の
周
知
も
行
っ
て
い

き
た
い
。

活動報告

平成29年度

吾妻振興局

県政説明会

　
平
成
29
年
度
吾
妻
振
興
局

県
政
説
明
会
が
２
月
15
日

（
木
）
、
東
吾
妻
町
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
を
会
場
に

開
催
さ
れ
全
議
員
で
出
席
し

ま
し
た
。

　
こ
の
説
明
会
は
吾
妻
県
税

事
務
所
な
ど
吾
妻
振
興
局
内

各
事
業
所
が
平
成
30
年
度
の

吾
妻
地
域
に
お
け
る
群
馬
県

施
策
や
事
業
に
つ
い
て
説
明

を
行
う
も
の
で
す
。

ご

お
お
は
し
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▲整備が予定されている魚止めの滝

魚
止
め
の
滝

整
備
実
施
す
る

牧山　明　議員浅井　進　議員

委
員
会
立
ち
上
げ

意
識
改
革
行
う

　
　
　
新
年
度
施
政
方
針
に

　
　
　
お
い
て
社
会
福
祉
協

議
会
（
以
下
「
社
協
」
と
い

う
。
）
の
改
革
を
挙
げ
て
い

る
が
、
検
討
時
期
や
方
向
性

な
ど
具
体
的
な
考
え
を
伺
い

た
い
。

　
　
　
町
長
　
深
刻
な
高
齢

　
　
　
化
社
会
を
迎
え
、
今

後
の
社
協
に
求
め
ら
れ
る
役

割
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
構
築
の
中
心
的
組
織
に
な

る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
医
療
・
介
護
・
予
防
・

生
活
支
援
の
一
体
的
提
供
が

で
き
る
よ
う
自
助
・
互
助
・

共
助
・
公
助
を
組
み
合
わ
せ

た
地
域
ケ
ア
体
制
実
現
を
早

急
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
第
一
歩
と
し
て
意
識
改

革
や
組
織
充
実
、
福
祉
・
保

　
　
　
平
成
28
年
９
月
に
浅

　
　
　
間
山
北
麓
ジ
オ
パ
ー

ク
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認

定
さ
れ
て
以
来
、
町
営
浅
間

園
は
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
る
。
現
在
も
浅
間
牧
場
の

遊
歩
道
整
備
な
ど
、
浅
間
高

原
に
お
け
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
活
性
化
が
図
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
浅
間
大

滝
は
未
だ
遊
歩
道
な
ど
の
整

備
が
図
ら
れ
て
い
な
い
状
況

で
あ
る
。
地
権
者
な
ど
の
問

題
も
あ
る
か
と
思
う
が
、
近

年
で
は
観
光
客
も
多
い
状
況

で
あ
る
た
め
整
備
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
町
長
　
年
間
28
万
人

　
　
　
の
観
光
客
が
訪
れ
る

浅
間
高
原
の
観
光
拠
点
お
よ

び
ジ
オ
サ
イ
ト
の
一
つ
で
あ

る
浅
間
大
滝
や
魚
止
め
の
滝

に
お
け
る
周
辺
整
備
に
つ
い

て
は
土
地
所
有
者
が
多
く
、

同
意
を
い
た
だ
く
の
は
困
難

と
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
管
理
に
つ
い
て
、

関
係
す
る
管
理
組
合
の
規
約

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
地
元

で
管
理
が
可
能
で
あ
れ
ば
契

約
行
為
で
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
は
借
用
面
積
な
ど
の

確
認
が
必
要
と
な
り
、
今
後

は
測
量
な
ど
を
実
施
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

　
ま
た
、
魚
止
め
の
滝
ア
プ

ロ
ー
チ
階
段
改
修
工
事
に
つ

い
て
は
平
成
30
年
度
に
事
業

実
施
を
予
定
し
て
い
る
。
河

川
区
域
で
あ
る
浅
間
大
滝
の

滝
つ
ぼ
周
辺
に
つ
い
て
は
河

川
管
理
者
で
あ
る
関
係
機
関

な
ど
と
の
協
議
調
整
が
必
要

と
な
る
。

　
今
後
の
浅
間
大
滝
周
辺
に

つ
い
て
は
、
よ
り
よ
い
管
理

や
整
備
の
方
向
性
を
検
討
し

社会福祉協議会
　　　改革の構想は

ここが知りたい！

一 般 質 問
ここが知りたい！

一 般 質 問

て
い
き
た
い
。

　
　
　
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン

　
　
　
に
お
い
て
多
く
の
観

光
客
が
浅
間
大
滝
周
辺
に
訪

れ
て
い
る
中
、
ト
イ
レ
が
未

設
置
で
あ
る
。
バ
ス
な
ど
を

利
用
す
る
観
光
客
の
多
く
は

草
軽
電
鉄
駅
舎
付
近
の
公
衆

ト
イ
レ
を
利
用
す
る
よ
う
で

あ
る
が
、
身
体
障
害
者
が
利

用
で
き
る
多
目
的
ト
イ
レ
が

未
設
置
で
あ
る
た
め
設
置
の

検
討
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
町
長
　
浅
間
大
滝
周

　
　
　
辺
整
備
に
関
し
て
は

弁
護
士
も
交
え
検
討
し
て
い

る
。
浅
間
大
滝
に
つ
い
て
も

信
念
を
も
っ
て
取
り
組
む
と
同

時
に
、
議
論
し
な
が
ら
し
っ

か
り
と
年
次
計
画
を
立
て
整

備
を
進
め
て
い
き
た
い
。
そ

の
中
で
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ

い
て
も
検
討
し
た
い
。

　
最
も
重
要
な
の
は
管
理
の

部
分
で
あ
る
が
、
最
善
を
尽

く
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

浅間高原ジオサイト整備

浅間大滝周辺整備を

健
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
向
け

た
組
織
づ
く
り
の
た
め
の

「
社
会
福
祉
協
議
会
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
専
門
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　
　
　
現
在
、
本
町
の
社
協

　
　
　
は
町
か
ら
の
委
託
を

受
け
約
20
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
郡
・
県
内
社
協
に
つ

い
て
も
非
常
に
多
く
の
事
業

を
実
施
し
て
お
り
、
大
変
参

考
と
な
る
事
業
が
多
い
。
今

後
は
町
社
協
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
ら
先
進
的
事
業
を
上
手

く
取
り
入
れ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
事
業
成
功
の
た
め
社

協
と
関
係
機
関
が
ど
う
連
携

で
き
る
か
、
他
地
域
に
ど
う

追
い
つ
く
か
、
何
が
不
足
し

て
何
が
必
要
な
の
か
を
明
確

に
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
い

う
意
味
で
専
門
委
員
会
の
設

立
は
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
構
成
員
に
つ
い
て
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
町
長
　
議
員
指
摘
の

　
　
　
と
お
り
町
社
協
と
西

吾
妻
福
祉
病
院
や
に
し
あ
が

つ
ま
福
祉
会
と
の
連
携
は
重

要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
病
院
や

福
祉
会
に
つ
い
て
は
個
別
の

委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
な
ど

一
定
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。

　
ま
ず
は
第
一
歩
と
し
て
携

わ
る
方
の
意
識
改
革
を
行
う

目
的
で
専
門
委
員
会
を
立
ち

上
げ
る
予
定
で
あ
る
。
構
成

員
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ

ろ
特
に
考
え
は
な
い
が
、
議

員
皆
さ
ま
や
担
当
職
員
な
ど

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
町
か
ら
予
算
が
支
出

　
　
　
さ
れ
て
い
る
部
分
で

あ
る
た
め
、
町
や
議
会
も
見

守
り
な
が
ら
事
業
効
果
の
検

証
を
す
る
義
務
が
あ
る
。

　
社
協
改
革
の
実
現
に
は
周

辺
・
先
進
地
に
お
け
る
社
協

の
取
り
組
み
な
ど
を
情
報
収

集
・
分
析
し
、
可
能
な
限
り

取
り
入
れ
る
こ
と
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
が
ど
う
か
。

　
　
　
町
長
　
情
報
収
集
な

　
　
　
ど
は
す
ぐ
に
実
施
で

き
る
こ
と
だ
と
思
う
。
ま

た
、
現
地
視
察
な
ど
目
で
見

て
肌
で
感
じ
る
こ
と
も
大
切

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ

う
い
っ
た
点
を
含
め
専
門
委
員

会
で
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　
町
社
協
は
マ
ン
パ
ワ
ー
が

少
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
個

人
的
に
は
町
社
協
へ
町
職
員

の
出
向
な
ど
も
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
社
協
改
革
は
町
に

と
っ
て
重
要
な
位
置
づ
け
で

あ
る
と
い
う
信
念
で
取
り
組

ん
で
い
く
考
え
で
あ
る
。

☞自助・互助・共助・公助①
　⇒自助：健康管理など自発的に自身を助ける・生活課題を解決すること。
　　互助：ボランティアや住民組織による（費用負担が制度で裏付けされ　
　　　　　ていない）自発的活動のこと。
　　

☞自助・互助・共助・公助②
　⇒共助：介護保険や社会保険制度などの制度化された相互扶助のこと。
　　公助：公による負担（税金負担）による（自助･互助･共助で対応で   
　　　　　きないことに対する）福祉事業などのこと。
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▲整備が予定されている魚止めの滝

魚
止
め
の
滝

整
備
実
施
す
る

牧山　明　議員浅井　進　議員

委
員
会
立
ち
上
げ

意
識
改
革
行
う

　
　
　
新
年
度
施
政
方
針
に

　
　
　
お
い
て
社
会
福
祉
協

議
会
（
以
下
「
社
協
」
と
い

う
。
）
の
改
革
を
挙
げ
て
い

る
が
、
検
討
時
期
や
方
向
性

な
ど
具
体
的
な
考
え
を
伺
い

た
い
。

　
　
　
町
長
　
深
刻
な
高
齢

　
　
　
化
社
会
を
迎
え
、
今

後
の
社
協
に
求
め
ら
れ
る
役

割
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
構
築
の
中
心
的
組
織
に
な

る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
医
療
・
介
護
・
予
防
・

生
活
支
援
の
一
体
的
提
供
が

で
き
る
よ
う
自
助
・
互
助
・

共
助
・
公
助
を
組
み
合
わ
せ

た
地
域
ケ
ア
体
制
実
現
を
早

急
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
第
一
歩
と
し
て
意
識
改

革
や
組
織
充
実
、
福
祉
・
保

　
　
　
平
成
28
年
９
月
に
浅

　
　
　
間
山
北
麓
ジ
オ
パ
ー

ク
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認

定
さ
れ
て
以
来
、
町
営
浅
間

園
は
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
る
。
現
在
も
浅
間
牧
場
の

遊
歩
道
整
備
な
ど
、
浅
間
高

原
に
お
け
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
活
性
化
が
図
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
浅
間
大

滝
は
未
だ
遊
歩
道
な
ど
の
整

備
が
図
ら
れ
て
い
な
い
状
況

で
あ
る
。
地
権
者
な
ど
の
問

題
も
あ
る
か
と
思
う
が
、
近

年
で
は
観
光
客
も
多
い
状
況

で
あ
る
た
め
整
備
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
町
長
　
年
間
28
万
人

　
　
　
の
観
光
客
が
訪
れ
る

浅
間
高
原
の
観
光
拠
点
お
よ

び
ジ
オ
サ
イ
ト
の
一
つ
で
あ

る
浅
間
大
滝
や
魚
止
め
の
滝

に
お
け
る
周
辺
整
備
に
つ
い

て
は
土
地
所
有
者
が
多
く
、

同
意
を
い
た
だ
く
の
は
困
難

と
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
管
理
に
つ
い
て
、

関
係
す
る
管
理
組
合
の
規
約

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
地
元

で
管
理
が
可
能
で
あ
れ
ば
契

約
行
為
で
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
は
借
用
面
積
な
ど
の

確
認
が
必
要
と
な
り
、
今
後

は
測
量
な
ど
を
実
施
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

　
ま
た
、
魚
止
め
の
滝
ア
プ

ロ
ー
チ
階
段
改
修
工
事
に
つ

い
て
は
平
成
30
年
度
に
事
業

実
施
を
予
定
し
て
い
る
。
河

川
区
域
で
あ
る
浅
間
大
滝
の

滝
つ
ぼ
周
辺
に
つ
い
て
は
河

川
管
理
者
で
あ
る
関
係
機
関

な
ど
と
の
協
議
調
整
が
必
要

と
な
る
。

　
今
後
の
浅
間
大
滝
周
辺
に

つ
い
て
は
、
よ
り
よ
い
管
理

や
整
備
の
方
向
性
を
検
討
し

社会福祉協議会
　　　改革の構想は

ここが知りたい！

一 般 質 問
ここが知りたい！

一 般 質 問

て
い
き
た
い
。

　
　
　
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン

　
　
　
に
お
い
て
多
く
の
観

光
客
が
浅
間
大
滝
周
辺
に
訪

れ
て
い
る
中
、
ト
イ
レ
が
未

設
置
で
あ
る
。
バ
ス
な
ど
を

利
用
す
る
観
光
客
の
多
く
は

草
軽
電
鉄
駅
舎
付
近
の
公
衆

ト
イ
レ
を
利
用
す
る
よ
う
で

あ
る
が
、
身
体
障
害
者
が
利

用
で
き
る
多
目
的
ト
イ
レ
が

未
設
置
で
あ
る
た
め
設
置
の

検
討
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
町
長
　
浅
間
大
滝
周

　
　
　
辺
整
備
に
関
し
て
は

弁
護
士
も
交
え
検
討
し
て
い

る
。
浅
間
大
滝
に
つ
い
て
も

信
念
を
も
っ
て
取
り
組
む
と
同

時
に
、
議
論
し
な
が
ら
し
っ

か
り
と
年
次
計
画
を
立
て
整

備
を
進
め
て
い
き
た
い
。
そ

の
中
で
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ

い
て
も
検
討
し
た
い
。

　
最
も
重
要
な
の
は
管
理
の

部
分
で
あ
る
が
、
最
善
を
尽

く
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

浅間高原ジオサイト整備

浅間大滝周辺整備を

健
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
向
け

た
組
織
づ
く
り
の
た
め
の

「
社
会
福
祉
協
議
会
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
専
門
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　
　
　
現
在
、
本
町
の
社
協

　
　
　
は
町
か
ら
の
委
託
を

受
け
約
20
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
郡
・
県
内
社
協
に
つ

い
て
も
非
常
に
多
く
の
事
業

を
実
施
し
て
お
り
、
大
変
参

考
と
な
る
事
業
が
多
い
。
今

後
は
町
社
協
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
ら
先
進
的
事
業
を
上
手

く
取
り
入
れ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
事
業
成
功
の
た
め
社

協
と
関
係
機
関
が
ど
う
連
携

で
き
る
か
、
他
地
域
に
ど
う

追
い
つ
く
か
、
何
が
不
足
し

て
何
が
必
要
な
の
か
を
明
確

に
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
い

う
意
味
で
専
門
委
員
会
の
設

立
は
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
構
成
員
に
つ
い
て
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
町
長
　
議
員
指
摘
の

　
　
　
と
お
り
町
社
協
と
西

吾
妻
福
祉
病
院
や
に
し
あ
が

つ
ま
福
祉
会
と
の
連
携
は
重

要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
病
院
や

福
祉
会
に
つ
い
て
は
個
別
の

委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
な
ど

一
定
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。

　
ま
ず
は
第
一
歩
と
し
て
携

わ
る
方
の
意
識
改
革
を
行
う

目
的
で
専
門
委
員
会
を
立
ち

上
げ
る
予
定
で
あ
る
。
構
成

員
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ

ろ
特
に
考
え
は
な
い
が
、
議

員
皆
さ
ま
や
担
当
職
員
な
ど

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
町
か
ら
予
算
が
支
出

　
　
　
さ
れ
て
い
る
部
分
で

あ
る
た
め
、
町
や
議
会
も
見

守
り
な
が
ら
事
業
効
果
の
検

証
を
す
る
義
務
が
あ
る
。

　
社
協
改
革
の
実
現
に
は
周

辺
・
先
進
地
に
お
け
る
社
協

の
取
り
組
み
な
ど
を
情
報
収

集
・
分
析
し
、
可
能
な
限
り

取
り
入
れ
る
こ
と
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
が
ど
う
か
。

　
　
　
町
長
　
情
報
収
集
な

　
　
　
ど
は
す
ぐ
に
実
施
で

き
る
こ
と
だ
と
思
う
。
ま

た
、
現
地
視
察
な
ど
目
で
見

て
肌
で
感
じ
る
こ
と
も
大
切

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ

う
い
っ
た
点
を
含
め
専
門
委
員

会
で
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　
町
社
協
は
マ
ン
パ
ワ
ー
が

少
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
個

人
的
に
は
町
社
協
へ
町
職
員

の
出
向
な
ど
も
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
社
協
改
革
は
町
に

と
っ
て
重
要
な
位
置
づ
け
で

あ
る
と
い
う
信
念
で
取
り
組

ん
で
い
く
考
え
で
あ
る
。

☞自助・互助・共助・公助①
　⇒自助：健康管理など自発的に自身を助ける・生活課題を解決すること。
　　互助：ボランティアや住民組織による（費用負担が制度で裏付けされ　
　　　　　ていない）自発的活動のこと。
　　

☞自助・互助・共助・公助②
　⇒共助：介護保険や社会保険制度などの制度化された相互扶助のこと。
　　公助：公による負担（税金負担）による（自助･互助･共助で対応で   
　　　　　きないことに対する）福祉事業などのこと。



新入園児へ向けた歓迎の歌を元気いっぱいに歌う園児

２月臨時会や３月定例会の内容をお伝えします

施政方針演説４重点テーマ掲げる　２-３㌻

空き家有効活用へ条例制定　　　　　 ４㌻

県統一へ国保税率など改正　　　　　 ５㌻

指定管理兼業禁止を明記　　　 　 　 ６㌻

小口資金の融資条件明確化など　　　 　７㌻

新庁舎・住総用地取得約５億円　　　 ７㌻

ダム事業費確定など約12億減額　　　 11㌻

年金の毎月支給 国へ要望 　　　　   12㌻

ここが知りたい！一般質問　　 　 13-19㌻

写真：中央こども園入園式（関連20㌻）

目　次　ＣＯＮＴＥＮＴＳ

８-10㌻

平成30年度一般会計当初予算

過去最大
１３９億円予算

８-10㌻

平成30年度一般会計当初予算

過去最大
１３９億円予算
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表紙の写真

中央こども園入園式

　平成30年４月10日（火）、中央こども園にて入園

式が行われました。町立中央幼稚園と保育所が統合

し、中央こども園として開園初日を迎えた当日の入

園式は多くの来賓や保護者が出席しました。
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３
７
７
－
１
３
９
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群
馬

県
吾

妻
郡
長

野
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町
大
字

長
野

原
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６
－
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
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３
０
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９　

Ｆ
Ａ
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：
０
２
７
９
－
８
２
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３
１
１
５

発
行
：
長
野
原
町
議
会

平
成
３
０
年
４
月
第
１
１
５
号

平
成
３
０
年
４
月
２
３
日
発
行

長
野
原
町
議
会
だ
よ
り

議会傍聴案内
編
集
後
記

　平
成
30
年
も
４
ヶ
月
が
経

過
し
ま
し
た
。
３
月
定
例
会

に
お
い
て
新
年
度
予
算
が
審

議
・
可
決
さ
れ
、
残
り
２
年

と
な
っ
た
八
ッ
場
ダ
ム
関
連

予
算
も
含
め
新
年
度
一
般
会

計
予
算
は
約
１
３
９
億
円
と

な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
町
の
少
子
高
齢
化

や
人
口
減
少
も
進
行
し
て
お

り
、
町
人
口
は
３
月
末
現
在

で
５
６
４
０
人
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
教
育
費
や
社
会

福
祉
関
連
な
ど
に
お
け
る
町

の
費
用
負
担
率
も
更
に
増
え

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　町
議
会
に
お
い
て
も
無
駄

な
予
算
を
省
き
、
限
ら
れ
た

財
源
で
よ
り
効
果
の
見
込
め

る
施
策
に
配
分
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
参
り
ま
す
。

◎
広
報
委
員

　委
員
長

　黒
岩

　
　巧

　委

　員

　牧
山

　
　明

　
　
　
　
　浅
井

　
　進

　
　
　
　
　冨
澤

　重
男

▶詳しくは長野原町議会事務局

（☎０２７９･８２･３０１９）

までお問い合わせください。

あなたも
議会を傍聴しませんか？

次

回

定

例

会

６月　15日(金)

　　　22日(金)

29日(金)
※発行日現在の予定
（29日は予備日）

施政方針演説４重点テーマ掲げる　２-３㌻

空き家有効活用へ条例制定　　　　　 ４㌻

県統一へ国保税率など改正　　　　　 ５㌻

指定管理兼業禁止を明記　　　 　 　 ６㌻

小口資金の融資条件明確化など　　　 　７㌻

新庁舎・住総用地取得約５億円　　　 ７㌻

ダム事業費確定など約12億減額　　　 11㌻

年金の毎月支給 国へ要望　 　　　   12㌻

ここが知りたい！一般質問　　 　 13-19㌻

写真：中央こども園入園式（関連20㌻）


